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容

気合いがこもる熱戦
　第29回Ｂ＆Ｇ会長杯全淡柔道大

会が、２月７日、南淡Ｂ＆Ｇ海洋セ

ンター武道館で行われ、小学1年生

から高校一般の部まで、男女285人

が、個人戦と団体戦での熱戦をくり

広げました。（13頁に大会結果）

広報 平成21年（2009年）
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地域 奇数日 偶数日
緑・南淡 カンの日 ビンの日

西淡・三原 ビンの日 カンの日
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１
人
１
日
約
１
㎏
の
ゴ
ミ
排
出

　

19
年
度
の
市
の
ゴ
ミ
の
排
出
量
は
、

可
燃
ゴ
ミ
約
１
万
４
７
０
０
㌧
・
資

源
ご
み
約
２
４
０
０
㌧
・
粗
大
ゴ
ミ
約

１
７
０
０
㌧
で
す
。
こ
れ
は
、
市
民
１

人
当
た
り
年
間
約
３
５
０
㎏
、
１
日
当

た
り
約
１
㎏
排
出
し
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
中
、
大
量

消
費
・
大
量
生
産
の
社
会
を
見
直
さ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ゴ
ミ
の
減
量
や

資
源
の
有
効
利
用
な
ど
、
住
民
・
事
業

所
・
行
政
が
そ
れ
ぞ
れ
協
力
し
て
、
取

り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
具
体
的
に
ど
う
変
わ
る
？

①
収
集
品
目
を
20
品
目
に
統
一
し
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
緑
・
西
淡
地
区
で
16
品

目
、
三
原
・
南
淡
地
区
で
19
品
目
に
分

類
し
て
回
収
し
て
い
ま
し
た
が
、
容
器

包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
品
目
を
加
え
た

20
品
目
に
統
一
し
ま
す
。

②
資
源
ゴ
ミ
を
出
せ
る
日
が
月
２
回
ず

つ
に
な
り
ま
す

　

こ
れ
ま
で
、
地
区
に
よ
っ
て
資
源
ご

み
（
カ
ン
・
ビ
ン
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
等
）

の
収
集
回
数
が
月
１
回
の
地
区
と
月
２

回
の
地
区
が
あ
り
ま
し
た
。
４
月
か
ら

は
各
品
目
を
「
カ
ン
の
日
」「
ビ
ン
の
日
」

に
分
け
て
、
月
２
回
ず
つ
出
せ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。（
３
回
出
せ
る
月
も
あ
り
）

③
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
分
別
収

集
を
開
始
し
ま
す
（
詳
細
は
４
貢
）

　中央リサイクルセンター（榎列上幡多）が完成し、４月１日から稼動します。これに伴い、これまで地区ご

とで異なっていたゴミの収集回数や分別品目を市内で統一します。

　今月号では、統一した分別品目と出し方や、４月から新しく分別収集を始める「容器包装プラスチック」、

粗大ゴミについて紹介します。　　　　　　　　　 　　　　　　　　　　　
問生活環境課☎43-5024

■品目ごとにお住まいの地区のゴミステーションにあるコンテナに分けて入れてください。（各地区でゴミの出し方

にルールを決めている場合があります）

■ペットボトル、白色食品トレイ、容器包装プラスチックはゴミステーションにある大きなネットに入れてください。

【ネットの色：ペットボトル＝青色、白色食品トレイ＝緑色、容器包装プラスチック＝白色】

カンの日 ビンの日
①アルミ缶

②スチール缶

③その他の金属類

①無色透明びん

②茶色びん

③黒緑青色びん

ゴミの分別品目と収集日

トレイ・プラ
白色食品トレイ

容器包装プラス
チック

これまでと同じ曜日に収集します。

新聞紙

ダンボール紙

雑誌・その他の紙類

　散らばらないように、紐
ひも

で十字に縛って出し

てください。

※新聞紙は、ちらばらないようにビニール袋に

　入れて出しても結構です

紙パック

繊維類

日　 月　　火　　水　　木　　金 　土

登立
津井
伊加利

湊
阿那賀

志知
松帆・

 １     2　           3       4       5   　６     ７ 

  8     9     10     11     12    13    14

15    16    17     18     19     ・・・

　３月初旬～中旬頃、新しいカレンダーを各

戸に配布します。

　お住まいの地域が書いてある曜日を探し

て、「縦の方向」に見てください。

ＮＥ
Ｗ

カンの日にもビンの日
にも毎週収集

可燃ゴミ（週２回収集）

古紙・繊維類（月１回収集）

ゴミカレンダーの見方

▲（例：登立・津井・伊加利地区の場合、月曜日のみ対象。あと

は縦の部分を見てください）

な
ぜ
ゴ
ミ
の
分
別
を
す
る
の

か
？

　

数
多
く
の
品
目
で
分
別
収
集
を
お
願

い
し
て
い
る
の
は
、
資
源
の
有
効
活
用

を
図
る
た
め
で
す
。

　

ま
た
、「
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
」

に
よ
り
、
無
色
透
明
ビ
ン
と
茶
色
ビ

ン
、
黒
緑
青
色
ビ
ン
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、

白
色
食
品
ト
レ
イ
、
容
器
包
装
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
は
あ
る
一
定
の
分
別
基
準
を
満

た
し
た
も
の
だ
け
が
、
㈶
日
本
容
器
包

装
リ
サ
イ
ク
ル
協
会
を
通
じ
て
、
再
生

資
源
市
場
の
著
し
い
相
場
変
動
の
影
響

を
受
け
ず
に
、
安
定
的
に
安
い
再
商
品

化
料
金
で
引
き
取
っ
て
も
ら
え
ま
す
。

　

分
別
が
で
き
て
い
な
い
と
、
引
き

取
っ
て
は
も
ら
え
ま
せ
ん
。
市
の
ゴ
ミ

処
理
経
費
を
抑
え
る
に
は
、
皆
さ
ま
の

協
力
が
必
要
で
す
。

　

各
品
目
で
一
定
の
分
別
基
準
を
満

た
し
た
状
態
で
各
地
区
の
ゴ
ミ
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
に
出
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ

り
、
南
あ
わ
じ
市
の
ゴ
ミ
処
理
に
か
か

る
経
費
が
抑
え
ら
れ
ま
す
。

　

ア
ル
ミ
缶
や
ス
チ
ー
ル
缶
、
雑
鉄
、

古
紙
・
繊
維
類
に
つ
い
て
も
同
様
に
分

別
状
態
が
よ
け
れ
ば
、
相
場
変
動
の
影

響
は
受
け
ま
す
が
、引
き
取
り
業
者
に
、

よ
り
良
い
価
格
で
引
き
取
っ
て
も
ら
え

ま
す
。

ゴミの出し方と

　　   分別変わります

分別してもらった製品は、以下のように生まれ変わります。

⑤ペットボトル

⑥有害危険ゴミ

④その他のガラス・陶器類

④小型家電製品

⑤スプレー缶類

空き缶やビン、ペットボトルなど ごみの日は

   偶数の日で覚える！
  緑  ・南淡地域　＝　『偶

ぐう

ビン』
西淡・三原地域　＝　『偶

ぐう

カン』

不燃
ゴミ

カンの日 ビンの日

新
し
く
回
収
品
目
に
加
わ
っ
た

　
「
容
器
包
装
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
」

　

ご
家
庭
の
赤
い
ゴ
ミ
袋
の
中
身
に
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
製
の
ボ
ト
ル
や
袋
、
ト
レ
イ
、

カ
ッ
プ
が
多
く
含
ま
れ
て
い
ま
せ
ん
か
？

　

こ
れ
ら
を
燃
え
る
ゴ
ミ
と
し
て
、
焼

却
す
る
の
で
は
な
く
、
各
地
域
の
ゴ
ミ

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
に
出
せ
ば
資
源
の
有
効

活
用
に
繋
が
る
だ
け
で
な
く
、
ゴ
ミ
袋

を
買
う
回
数
も
少
な
く
て
済
み
ま
す
。

（
４
貢
に
続
く
）

資源 リサイクル製品
ペットボトル → 繊維製品やプラスチック製容器類

１ℓの紙パック約６個 → トイレットペーパー １ロール

繊維類 → 工業用ぞうきん、洋服生地、軍手

アルミ・スチール缶 → 新しい缶、建築用資材

ガラスびん → びん以外のガラス製品、タイル・ブロック類

容器包装プラスチック → 園芸用品、電線の保護材など

に収集するもの に収集するもの

ゴミ捨てへの心構え。大切なのは資源を無駄にしないこと。

　　ゴミ
ステーション



容器包装
　　プラスチック　　プラスチック
容器包装
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　日常生活から排出される「燃えるゴミ」の中には、「容器包装プラスチック」が多く含まれていま

す。この容器包装プラスチックが、４月からは分別すれば「資源」として利用できるリサイクル

品目となります。資源の有効利用には皆さまのご協力が必要となります。（ただし、これまで通

り、赤いゴミ袋に可燃ゴミとして出していただいても収集はします）

ＮＥ
Ｗ

　商品に使われるプラスチック製の「容器」や「包装」のことで、商品と分離したときに不要になる

ものをいいます。（可燃ゴミの約40％〔体積比〕を占めています。）

容器包装プラスチックとは？

容器包装プラスチックはこう出す

粗大ゴミの無料収集（予定）

①「プラ」分別マーク
　の表示を確認。

このマークの付い
ているものが対象
です。

①洗えないものや汚れてい
るもの→燃えるゴミへ

②対象外のプラスチック製
品（容器・包装ではなく商品）

（②の製品例）　

洗面器、ポリバケツ、タッパー、
カセットテープ、ビデオテープ、
ＣＤ、ＤＶＤ、ボールペン、マジッ
ク、定規、小型おもちゃ、ホース、
ハンガー、歯ブラシ

回収の対象外となるものステーションへの出し方

　４月から各家庭へ粗大ゴミを引き取りにお伺いする

サービスを開始する予定です。ご希望される人は、事前

にお申し込みください。（直接持ち込みも可能です）

　なお、４月１日～９月30日の間は、粗大ゴミの「直接

持ち込み」・「軒先収集」は共に無料となりますが、詳細な

内容は変更がある場合があります。

三原リサイクルセンター（地図）

対象となるもの

① 1辺の長さが 40㎝以上のもの

②家庭から出たゴミ。事業系ごみは奥畑粗大ゴミ処

　理場（洲本市奥畑）へ搬入してください

農機具、家電６品目（テレビ、冷蔵庫、エアコン、洗濯機、

衣類乾燥機、薄型テレビ）、パソコン、タイヤ、バッテリー、

建設廃材（瓦、スレート、ブロック、パイプ等）、農業・漁

業用資材（肥袋、マルチ、アゼシート、ビニールトンネル、

苗箱、コンテナ、網等）など

直接持ち込む人は･･･

■受入　毎週水・日曜日　９：00～16：00

■場所　三原リサイクルセンター（地図参照）

※どの地域の人でも、何回でも利用できます

※志知・福良のリサイクルセンターへは持ち込めません

軒先収集（事前予約必要）

生活環境課（☎43-5024）に電話で申し込みが必要で

す。（沼島は沼島出張所☎57-0001）。ごみの内容は

全て申込時に教えていただきます。

■申込開始日：３月16日（月）

各地域の収集月

４月 ５月 ６月 ７月 ８～９月

地域名 三原 西淡 緑 南淡 全地域

■収集日　　月・火・水・木・日曜日

■申込締切　該当月の20日まで。９月分の最終締

　　　　　　切は８月31日（月）まで

※８月は駆け込み申請が増え、希望日の予約ができ

ない可能性が高いです。希望される人は、地域割り

された早い時期での申し込みをお願いします。

＜注意＞

・希望日の１週間前までに申し込んでください。

　（早い分にはいくら早く申込んでも構いません）

・収集日と時間帯（午前・午後）は、申込順に生活環

　境課が指定します。

・軒先収集の申し込みは、４月１日～９月30日ま

　でで、１世帯につき１回限りです。 

・燃えるものと燃えないものに分けて、２㌧トラック

　が通れる道まで出してください（立ち会いが必要）。

・大きさ重さ等の関係で収集車に積載できないもの

　は収集できません。直接持ち込むか、購入業者や

　生活環境課へお問い合わせください。

カ
ッ
プ
・
パ
ッ
ク
類

ト
レ
イ
類

緩か
ん

衡
し
ょ
う

材
類

ふ
た
・
キ
ャ
ッ
プ
類

袋
・
ラ
ッ
プ
類

ボ
ト
ル
類

洗剤やシャンプー、調味料
などの容器

卵や豆腐、弁当などの容器 お惣菜やカレールーなどの
トレイ（白色食品トレイは別）

パン・お菓子の袋やレジ袋、
商品の外側フィルムなど

ペットボトルなどのふた 家電製品保護の発泡スチロール
や、みかんのネットなど

緩
衡
材
類

袋
・
ラ
ッ
プ
類

カ
ッ
プ
・
パ
ッ
ク
類

ボ
ト
ル
類

ト
レ
イ
類

ゴミ特集、ケーブルテレビで放送

持ち込み・収集できないもの

③ステーションにある白色
　ネットに入れてください。

②汚れているものは、軽く水洗いして、
　乾かして出してください。

　分別の仕方や出し方などは、ケーブルテレビでも分か

りやすく放送されます。（約 30分）

■放送日　３月２日（月）～３月５日（木）

　　　　13：00～、23：00～

※３月６日以降

　お知らせの放送枠で放送予定

　（アナログ3ch、デジタル11ch）

※市のホームページにも情報を

掲載していますのでご覧ください。

清掃センター

至成相寺

覚住寺

ごみを減らそう「３Ｒ作戦」

①Reduse（リデュース）＝ 削減

　スーパーのレジ袋を断りエコバッグなど。　スーパーのレジ袋を断りエコバッグなど。　スーパーのレジ袋を断りエコバッグなど。　スーパーのレジ袋を断りエコバッグなど。

②Reuse（リユース）＝ 再利用

　使えるものは繰り返し最後まで使う。

③Recycle（リサイクル）＝ 再生利用

　分別して資源として利用。
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プ
ロ
野
球
・
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス

の
赤
星
憲の
り
ひ
ろ広
選
手
は
、
自
身
の
盗

塁
成
功
数
に
応
じ
て
、
全
国
の
福

祉
施
設
や
病
院
に
車
い
す
を
寄
贈

し
て
い
ま
す
。
今
回
、
１
台
が
南

あ
わ
じ
市
へ
届
き
、
障
害
者
福
祉

施
設
「
き
ら
ら
」「
ウ
イ
ン
ズ
」

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

車
椅
子
に
は
赤
星
選
手
の
サ
イ

ン
が
入
っ
て
い
ま
す
。赤
星
選
手
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
つ
り
で
は
、
市
内
漁
協
な
ど

が
ア
ナ
ゴ
や
フ
グ
、
タ
チ
ウ
オ
、

ワ
カ
メ
な
ど
新
鮮
な
海
産
物
を
提

供
。
神
戸
市
か
ら
来
た
女
性
は
、「
水

▲わかめしゃぶしゃぶを堪能

定
額
給
付
金
・
子
育
て
応
援
特
別
手
当

　

大
阪
・
文
楽
の
義
太
夫
と
し
て

活
躍
し
、
昨
年
５
月
に
79
歳
で
亡

く
な
っ
た
南
あ
わ
じ
市
出
身
の
５

代
目
竹
本
伊
達
大
夫
（
本
名　

森

田
進
）
さ
ん
の
遺
品
14
点
が
、
淡

路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館
へ
寄
贈
さ

れ
ま
し
た
。

　

竹
本
さ
ん
は
、
22
歳
の
時
に
文

楽
の
４
代
目
伊
達
大
夫
に
弟
子
入

り
し
、
長
年
、
国
立
文
楽
劇
場
で

活
躍
。
同
劇
場
の
文
楽
優
秀
賞
を

３
度
受
賞
す
る
な
ど
の
実
力
者
で

し
た
。

　

遺
品
は
、
愛
用
し
て
い
た
見
台

竹
本
伊だ

て

た

ゆ

う

達
大
夫
さ
ん
の
遺
品
、寄
贈

や
衣
装
、
床
本
な
ど
で
、
３
月
11

日
ま
で
同
資
料
館
で
展
示
し
て
い

ま
す
。
希
望
者
に
は
生
前
の
公
演

ビ
デ
オ
「
忠
臣
蔵　

勘
平
切
腹
の

段
」
も
上
映
し
て
い
ま
す
。

▲故・竹本伊達大夫さん

　

任
期
満
了
に
伴
う
南
あ
わ
じ
市
長
選
挙
が
２
月
１

日
行
わ
れ
、
即
日
開
票
の
結
果
、
現
職
の
中
田
勝
久

市
長
が
再
選
。
２
期
目
（
任
期
：
４
年
）
の
中
田
市

政
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

市
長
選
挙

中
田
勝
久
氏
が
南
あ
わ
じ
市
長
に
再
選

▲初登庁で職員から花束を受け取る中田市長

　ふるさと南あわじ応援寄附金
寄附状況の公表　　　　　（２月17日現在）

区分 件数 金額
南あわじ市内 157件 25,778,219円

市外（島内） 28件 1,716,000円

市外（島外） 101件 7,994,940円

合計 286件 35,489,159円

詳細は市のホームページで掲載しています

ふ
る
さ
と
納
税

　

市
民
の
皆
様
か
ら
、
再
度
市
長

と
し
て
二
期
目
の
ご
付
託
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。
責
任
の
重
さ
を
痛

感
し
、
身
の
引
き
締
ま
る
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
の
４
年

間
、「
経
世
済
民
」
の
志
を
高
く

抱
き
、
南
あ
わ
じ
市
の
た
め
に
全

身
全
霊
働
い
て
ま
い
り
た
い
と
存

じ
ま
す
。

　

私
は
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
中
で
、

「
売
り
出
そ
う
・
生
み
出
そ
う
！

優
し
さ
あ
ふ
れ
る
南
あ
わ
じ
市
」

と
題
し
て
「
ま
ち
づ
く
り
宝
船
構

想
」
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

こ
の
想
い
の
一
端
は
、
旭
山
動

物
園
の
工
夫
と
愛
情
、
徳
島
県

上か
み
か
つ勝
町ち
ょ
うの
い
ろ
ど
り
葉
っ
ぱ
ビ
ジ

ネ
ス
の
発
想
の
転
換
と
生
き
が

い
、
矢や
ま
つ
り
ま
ち

祭
町
の
市
民
の
団
結
と
郷

土
愛
な
ど
に
よ
り
施
設
や
地
域
が

変
貌
を
と
げ
、
成
果
を
出
し
て
き

た
と
こ
ろ
に
視
点
を
置
い
た
も
の

で
す
。

　

全
国
に
は
独
自
の
ア
イ
デ
ア
と

行
動
力
で
生
ま
れ
変
わ
っ
て
い
る

地
域
が
沢
山
あ
り
ま
す
。
市
民

や
行
政
、
団
体
組
織
全
て
が
自
立

し
、
自
ら
考
え
、
自
ら
行
動
す
る
。

単
に
批
判
や
評
論
だ
け
で
は
前
進

で
き
な
い
こ
と
を
痛
感
し
、
目
的

地
を
定
め
運
命
を
自
分
で
切
り
開

く
、
道
筋
を
考
え
推
進
力
を
持
っ

て
進
む
、即
ち
「
夢
、知
恵
、元
気
」

を
全
て
の
者
が
出
し
つ
く
し
共
に

行
動
し
な
い
と
立
ち
遅
れ
て
し
ま

う
時
代
に
入
っ
て
お
り
ま
す
。

　

地
域
活
性
化
の
救
世
主
は
「
人

の
や
る
気
」
と
「
積
み
重
ね
」
で

あ
り
、「
作
っ
た
も
の
を
ど
う
売
る

か
」
と
と
も
に
「
売
れ
る
も
の
を

ど
う
作
る
か
」で
あ
り
ま
す
。素
材
・

人
材
が
極
め
て
豊
富
な
南
あ
わ
じ

市
に
お
い
て
、ま
だ
ま
だ
そ
の
「
潜

在
能
力
」
が
最
大
限
に
発
揮
さ
れ

て
い
な
い
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
振
興
や
地
域
整
備
に
お
い

て
、
激
動
の
時
代
を
生
き
抜
く
に

は
、
自
ら
の
課
題
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
単
に
座
し
て
何
も
し
な
い

で
批
判
す
る
だ
け
の
風
潮
が
あ
れ

ば
こ
れ
を
否
定
し
、
他
人
依
存
型

の
考
え
方
が
あ
れ
ば
こ
れ
を
改
め

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

こ
れ
か
ら
も「
や
る
気
」を
持
ち
、

「
共
に
汗
を
か
く
」
意
気
込
み
の
あ

る
方
々
や
地
域
に
対
し
、
積
極
的

に
支
援
し
、
成
果
や
結
果
が
生
み

出
せ
る
施
策
を
展
開
し
て
ま
い
り

ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
様
方
の
才

能
を
よ
り
一
層
発
揮
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▲市幹部職員を集め、訓辞する中田市長

候補者氏名 得票数

中 田 勝 久 １７，３４１票

榎 本 喜 一 　７，９７５票

有 権 者 数 ４２，９９３人

投 票 総 数 ２５，８９４人

投 票 率 ６０．２３％

有効投票数 ２５，３１６票

無効投票数 ５７７票

選挙結果
　

２
月
２
日
、
初
登
庁
の
後
、
中
田
市
長
は
市
幹

部
職
員
を
集
め
、
訓
辞
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
厳
し
い
景
気
状
況
の
中
、
市
民
一
人
ひ
と
り

が
そ
れ
ぞ
れ
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す
。
市
民
目
線

ま
で
踏
み
込

ん
で
、
一
生

懸
命
仕
事
に

取
り
組
ん
で

も
ら
い
た

い
」
と
話
し

ま
し
た
。
こ

れ
を
受
け
、

稲
山
益
男
総

務
部
長
は

「
気
を
引
き

締
め
、
職
務

に
専
念
し
ま

す
」
と
応
え

ま
し
た
。

※経世済民…世を治め、民衆を苦しみから救うこと。またそのような善政。

と
れ
た
て
旨
〜
い
海
産
物
、い
か
が
？

阪
神
・
赤
星
選
手

　
車
椅
子
を
寄
贈

　

新
聞
や
テ
レ
ビ
な
ど
で
報
道
さ

れ
て
い
る
「
定
額
給
付
金
」
と
「
子

育
て
応
援
特
別
手
当
」
に
つ
い
て

は
、
国
で
関
連
法
案
が
成
立
し
た

後
、
速
や
か
な
給
付
開
始
を
め
ざ

し
現
在
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

南
あ
わ
じ
市
で
は
、
所
得
制
限

を
設
け
ず
に
、
地
域
の
経
済
対
策

と
し
て
原
則
現
金
で
の
給
付
を
予

定
し
て
お
り
、
給
付
当
日
は
昨
年

末
に
引
き
続
き
、
１
割
特
典
付
き

の
「
元
気
出
そ
う
！
商
い
応
援
振

興
券
」
も
合
わ
せ
て
会
場
販
売
す

る
予
定
で
す
。

　

給
付
の
方
法
な
ど
の
詳
細
が
決

ま
り
、
準
備
が
整
い
次
第
、
該
当

者
（
世
帯
主
）
へ
市
役
所
か
ら
通

知
案
内
で
詳
し
く
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、
今
し
ば
ら
く
お
待
ち
く

だ
さ
い
。
な
お
、
定
額
給
付
金
を

よ
そ
お
っ
た
「
振
り
込
め
詐
欺
」

や
「
個
人
情
報
の
詐
欺
」
に
は
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

問
市
長
公
室
☎
43
・
５
０
０
２

　

ご
寄
附
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。
寄
附
金
は
淡
路
人
形
会
館

建
設
事
業
な
ど
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

地
元
産
の
魚
を
Ｐ
Ｒ
し
よ
う
と

２
月
７
日
、
南
あ
わ
じ
市
水
産
ま

つ
り
が
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０
０

人
が
灘
漁
港
に
来
場
し
ま
し
た
。

仙
を
見
に
来
た

つ
い
で
に
寄
っ

て
み
ま
し
た
。

か
な
り
並
び
ま

し
た
が
、
と
て

も
美
味
し
い
魚

を
堪
能
で
き
ま

し
た
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

　

市
内
の
庁
舎
な
ど
の
公
共
施
設

の
在
り
方
に
つ
い
て
、
検
討
す
る

庁
舎
等
公
共
施
設
整
備
検
討
委
員

庁
舎
等
、公
共
施
設
に
つ
い
て
答
申

会
（
仲
山
勝
己
委
員
長
）
が
、
延

べ
14
回
に
わ
た
る
調
査
・
議
論
を

行
い
、
答
申
を
ま
と
め
、
２
月
18

日
、
中
田
市
長
に
答
申
書
を
手
渡

し
ま
し
た
。

　

同
会
は
、
平
成
18
年
11
月
に
中

田
市
長
の
諮
問
を
受
け
、
市
民
代

表
ら
20
人
で
組
織
。
市
の
将
来
像

を
考
慮
し
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
在

り
方
、
経
費
的
な
分
析
を
行
い
、

答
申
に
ま
と
め
ま
し
た
。

　

市
と
し
て
は
、
こ
の
答
申
を
尊

重
し
な
が
ら
進
め
て
行
く
こ
と
と

な
り
ま
す
。

▲市長に答申書を手渡す仲山委員長（右）

「
元
気
出
そ
う
！
商
い
応
援
振

興
券
」の
取
扱
店
を
募
集

　

南
あ
わ
じ
市
商
工
会
々
員
以
外

の
商
工
業
者
で
取
扱
店
登
録
希
望

者
は
、
３
月
10
日（
火
）ま
で
に
商

工
会（
☎
42
・
４
７
２
１
）へ
。
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広報 
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南あわじ市役所
総合窓口センター
　緑　庁舎☎44-3001
　西淡庁舎☎37-3011
　三原庁舎☎43-5021
　南淡庁舎☎50-3031
【中央庁舎】
議会事務局☎43-5005
市長公室☎43-5002
総務部
　総務課☎43-5001
　防災課☎43-5006
　情報課☎43-5003
　さんさんネット☎43-2345
選挙管理委員会事務局☎43-5004
【緑庁舎】
健康福祉部
　福祉課☎44-3002
　長寿福祉課☎44-3005
　保険課☎44-3003
　健康課☎44-3004
　少子対策課☎44-3040
【西淡庁舎】
産業振興部
　商工観光課☎37-3012
　企業誘致課☎37-3046
　水産振興課☎37-3013
都市整備部
　管理課☎37-3014
　建設課☎37-3015
　都市計画課☎37-3016
教育委員会（教育部）
　教育総務課☎37-3017
　学校教育課☎37-3018
　人権教育課☎37-3019
　生涯学習文化振興課☎37-3020
【三原庁舎】
市民生活部
　市民課☎43-5023
　税務課☎43-5022
　収税課☎43-5034
　生活環境課☎43-5024
農業振興部
　農林振興課☎43-5025
　農地整備課☎43-5026
　地籍調査課☎43-5027
　農業共済課☎42-6210
農業委員会事務局☎43-5029
【南淡庁舎】
財務部
　財政課☎50-3033
　管財課☎50-3034
上下水道部
　企業経営課☎50-3037
　水道課☎50-3038
　下水道課☎50-3039
　下水道加入促進課☎50-3041
会計課☎50-3040
監査委員事務局☎50-3050

　

償
却
資
産（
固
定
資
産
税
）

の
申
告
書
の
提
出
が
ま
だ
の

人
は
、
早
急
に
申
告
を
お
願

い
し
ま
す
。　

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

償
却
資
産
の
申
告

�

第24回南あわじ市議会定例会日程（３月）
　　　　　　　　　　　　　　　日程：午前10時～議会の日程表

日程 内容

〔２月〕
27日（金）

〔３月〕
２日（月）

21年度施政方針表明、21年度予算上程

条例案上程、20年度補正予算上程

その他案件上程

５日（木）一般質問

６日（金）一般質問

９日（月）一般質問

10日（火）一般質問

12日（木）21年度予算（逐
ちくじょう

条質疑）、追加議案上程

18日（水）付託案件委員会審査報告

30日（月）付託案件委員会審査報告、追加議案上程

委員会の日程表
日程 委員会 内容

17日（火）総務常任委員会

付託案件審査16日（月）文教厚生常任委員会

13日（金）産業建設常任委員会

■議会は中央庁舎３階の議場
　で傍聴できます。
■インターネットによる中継、モ
　ニター中継（各庁舎ロビー、
　公民館）をしています。
　問議会事務局☎ 43-5005

　

21
年
度
の
長
寿
医
療
制
度
の
保

険
の
保
険
料
は
、
４
万
３
９
２
４

円（
均
等
割
）に
、
前
年
の
所
得

に
応
じ
た
額
（
所
得
割
＝
率
：

８
・
０
７
％
）
を
加
算
し
た
額
で

す
。
20
年
度
と
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

所
得
の
低
い
人
の
軽
減

・
均
等
割

　

同
一
世
帯
内
の
長
寿
医
療
制
度

の
被
保
険
者
と
世
帯
主
の
総
所
得

額
等
の
合
計
額
が
、（
表
１
）の
基

準
額
以
下
の
場
合
、
均
等
割
額
が

軽
減
さ
れ
ま
す
。

・
７
割
軽
減
＝
基
準
額
が
33
万
円

以
下
の
人
。

・
９
割
軽
減
＝
基
準
額
が
33
万
円

以
下
の
人
で
、
被
保
険
者
全
員

が
年
金
収
入
80
万
円
以
下
（
そ

の
他
各
種
所
得
が
な
い
）。

・
所
得
割

　

所
得
割
を
負
担
す
る
人
の
う

ち
、
所
得
割
額
の
算
定
対
象
所
得

（
総
所
得
金
額
等 

｜ 

33
万
円
）
が

58
万
円（
年
金
収
入
の
み
の
場
合
、

２
１
１
万
円
）
以
下
の
人
は
、
20

年
度
と
同
様
に
、
21
年
度
も
５
割

軽
減
さ
れ
ま
す
。

（表２）被扶養者であった人の軽減
20年度 21年度

４月 10月 ４月～３月

所得割額 負担なし 負担なし

均等割額 負担なし
９割軽減 ９割軽減

2,196円  4,392円（年額）

（表１）均等割額の軽減割合
基準額 軽減割合

33万円以下（ただし、被保険者全員が年金収入
80万円以下でその他の所得がない場合は９割）

９割

７割

33万円＋24.5万円×被保険者の数
（被保険者である世帯主を除く）

５割

33万円＋35万円×被保険者の数 ２割

被
扶
養
者
で
あ
っ
た
人
の
軽
減

　

制
度
加
入
の
前
日
に
、
会
社
の

健
康
保
険
な
ど
の
被
用
者
保
険

（
国
民
健
康
保
険
や
国
民
健
康
保

険
組
合
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

の
被
扶
養
者
だ
っ
た
人
は
、
制
度

加
入
時
か
ら
２
年
間
に
限
り
、
所

得
割
は
か
か
ら
ず
、
均
等
割
額
が

５
割
軽
減
さ
れ
ま
す
。

※
特
例
措
置

　

21
年
度
は
１
年
間
、
均
等
割
額

の
９
割
軽
減
が
継
続
し
ま
す
。

（
表
２
）

　

21
年
度
の
保
険
料
額
は
、
軽
減

措
置
も
踏
ま
え
た
上
で
、
７
月
中

旬
頃
に
通
知
を
送
る
予
定
で
す
。

問
保
険
課
☎
43
・
５
０
２
２

長
寿（
後
期
高
齢
者
）医
療
制
度

21
年
度
保
険
料
の
軽
減
措
置

企
業
団
地
の
販
売　

優
遇
措
置
あ
り

　

榎
列
上
幡
多
の
企
業
団
地
の
販

売
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

神
戸
・
大
阪
市
へ
車
で
２
時
間

圏
内
、
徳
島
市
へ
40
分
の
距
離
に

あ
り
、
企
業
の
拠
点
作
り
に
は
最

適
で
す
。
土
地
取
得
や
新
規
従
業

員
雇
用
な
ど
に
は
優
遇
措
置
が
受

け
ら
れ
ま
す
。

　

工
場
の
新
増
設
や
事
業
拡
張
計

画
な
ど
を
お
考
え
の
方
、
ま
た
情

報
を
お
持
ち
の
方
は
、
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

問
企
業
誘
致
課
☎
37
・
３
０
４
６

FH＝26.00
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売却済 　

◆対象　市内在住で 60歳以上の人

◆期間　５月～翌年３月まで

　　　　毎月第４土曜日（変更あり）

◆場所　三原公民館　大ホール

◆内容　政治・経済、文学、暮らしの

　　　　情報、音楽、健康など予定

※自主活動でクラブ・各種教室あり

◆お申し込みは･･･　

　所定の申込書（緑・西淡・三原・南淡

公民館に備付）に必要事項を記入し、申

込金 4,000 円を添えて、同公民館に提

出。締切４月 10日（金）

問長寿福祉課☎ 44-3005

老人大学うずしお学園　第28期生 　  募 集

  議 会

■ケーブルテレビ、CMコーナーを募集！
さんさんネットでは、自主放送番組「コミュニティチャンネル」の中でCMを放送します。

（注）CMの放送順は、当局が決定します。

◆放送料金
放送期間・回数 放送時間

料金
加入者 非加入者

1週間・35回以上
15秒 9,000円 18,000円

30秒 14,000円 28,000円

4週間・140回以上
15秒 27,000円 54,000円

30秒 42,000円 84,000円

12週間・420回以上
15秒 67,500円 135,000円

30秒 105,000円 210,000円

24週間・840回以上
15秒 108,500円 217,000円

30秒 168,000円 336,000円

◆放送時間帯
（平日）＝7：00、12：00、19：00、22：00、

24：00の「さんさんニュースウィークリー」の後

（土日）＝7：00、12：00、19：00、22：00の

「さんさんニュースウィークリー」の後と、お知

らせ枠の中

◆お申し込み
　申込書と完成した映像テープ（DV-

CAM）。（当局では、制作はしませんが、制

作協力店の紹介はします。ナレーション・文字

テロップは各自で持ち込む映像につけてくださ

い）。申込受付は、３月10日（火）から。

問さんさんネット☎ 43-2345

※議会だより第17号で定例会日程を掲載しましたが、２月18日に臨
　時議会が開催されましたので、一部内容が変更されています。



　

　　　 みなさんのお役に立ちます
　　○植木剪定　　○大工・左官仕事　　○農作業　　○除草・草刈　　○軽作業

　　○施設管理　　○清掃　　○毛筆筆耕　　○家事手伝い（掃除・洗濯・食事支度）など

　　　　　お気軽にお電話下さい            　　どんな仕事でもご相談下さい

　㈳南あわじ市シルバー人材センター
　　〒656-0478　南あわじ市市福永358-1（三原庁舎内）
　　TEL ／ 0799-42-5339　　FAX／ 0799-42-6044

広田事業所　TEL ／ 0799-45-0012
福良事業所　TEL ／ 0799-52-0070
西 淡 窓 口　TEL ／ 0799-36-2083
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各種手当
　　申請のご案内

▽対象者

　父と生計をともにできない児童の母や母

にかわってその児童を養育している人

※父がいても極めて重度の障害がある場合

にも支給されます。　

▽手当額（所得制限等あり）　

　児童１人＝月額 41,720 円、２人＝月

額 46,720 円、３人＝月額 49,720 円

▽支給月

　４月、８月、12月

▽対象者

　障害者手帳１・２級程度の障害が重複す

るなど、著しく重度の障害で、常に特別な

介護が必要な在宅の 20歳以上の人

▽手当額（所得制限等あり）　

　月額 26,440 円

▽支給月

　２月、５月、８月、11月

▽対象者

　20 歳未満の障害児を養育する父母や、

父母に代わってその児童を養育している人

▽手当額（所得制限等あり）　

　重度障害＝月額 50,750 円、中度障害

＝月額 33,800 円

▽支給月

　４月、８月、11月

▽対象者

　12 歳到達後、最初の３月 31 日（小学６年の

３月末）までの間の児童を養育している人

※前年所得、１～５月分の手当は前々年所得が限

度額（表）を超える場合は支給されません。公

務員は勤務先へ申請してください。

▽手当額

　３歳未満＝月額 10,000 円

　３歳以上＝（第１・２子）月額 5,000 円

　　　　　　 （第３子以降）月額 10,000 円

▽支給時期

　２月、６月、10月（それぞれの前月分まで支給。

　支給例：６月には、2・3・4・5月の４か月分）

児童手当の特例給付
　児童手当の所得制限に当てはまる被用者（厚生

年金に加入しているサラリーマン）等の人は、所

得が特例給付の限度額（表）に満たないときに支給

されます。「対象者の年齢」と「手当額」は児童

手当と同じです。

（注）特例給付の受給者が会社を退職して厚生年

金等の資格がなくなった場合、所得制限により手

当が受けられなくなりますので、届出をする必要

があります。

● 所得制限の限度額
扶養数 児童手当 特例給付
０人 460万円 532万円
１人 498万円 570万円
２人 536万円 608万円

所得限度額（表）を上回るため支給停止となっている人へ

　６月分からの手当受給の申請基準が「平成 20年分の所得」となります。所得要件に該

当すると思われる人は、5月に「認定請求書」を提出してください。

児童手当

児童扶養手当

特別障害者手当

特別児童扶養手当

▽対象者

　重度の障害のため、常に介護が必要な在

宅の 20歳未満の人（障害の永続性が確認

できる年齢概ね満３歳以上）

▽手当額（所得制限等あり）　

　月額 14,380 円

▽支給月

　２月、５月、８月、11月

障害児福祉手当

・扶養数が３人以上の場合は１

人増えるごとに38万円を加算

・所得には一定の控除がありま

す（雑損・医療費・小規模企業

共済等掛金控除など）

▽申請先　総合窓口センター等
問福祉課☎44-3002

　

◆対象　独身者の親で誠実に対応していただける人

　　　　（独身男性）南あわじ市在住

　　　　（独身女性）住所要件なし

◆日時　３月 22日（日）13:30 ～ 16:00

◆場所　ホテルニューアワジ「プラザ淡路島」（阿万）

◆費用　1,000 円

◆申込締切　３月 12日（木）

◆申込　少子対策課☎ 44-3040

Doing！ 親の縁結び事業 　  60人募集

ドゥーイング

◆対象　乳幼児を持つ家族、妊娠中・子育て中の親

◆日時　３月７日（土）12:30 ～ 16:30

◆場所　緑市民センター　※託児所あり

◆内容　①タッチケア（対象＝首すわり～ハイハイ

　するまでの乳幼児 10組。申込＝健康課☎ 44-3004）

　②もぐもぐ栄養サロン（離乳食の作り方指導、参

　加費 100円。12:30 ～ 15:30 ～、各 15組、当

　日受付）③育児相談（15:30 ～）ほか

問少子対策課☎ 44-3040

　家族も地域もみんなで子育てを楽しもう。

子育て♪ ゆめるんセミナー

【講演】13：30～15：30（開場13：00）

「子育てハッピーアドバイス」

 講師：明
あけはし

橋大
だい

二
じ

先生（医師、大ベストセラー　　　　

　　　「子育てハッピーアドバイス」の著者）

市民農園、会員募集！
のどかな里で楽しく野菜作りしませんか

◆場所　薫
くんとう

陶の郷
さと

（倭文土井1541）

問南あわじ市農林振興課☎ 43-5025

　NPO法人ふるさと応援隊☎ 46-0301

きらら・ウインズ「見学会とバザー」
◆日時　３月７日（土）11:30 ～ 14:30

　　　　雨天決行

◆場所　障害者福祉施設「きらら」「ウインズ」

　　　　（神代浦壁）

◆内容　和太鼓「美鼓音」、バザー（お菓子・

　　　　パン）、喫茶・食事コーナー

問きらら☎ 43-2155、ウインズ☎ 43-2811

　南あわじ市縁結び事業推進協議会では、忙しいご本人（お子様）に代わり、親同士が交流
する場を設けます。お子様のプロフィールを手に、情報交換をしませんか。
ふさわしい相手が見つからなくても、結婚気運を高めるきっかけになるでしょう。

区画面積 区画数 年間利用料
  30㎡ 18区画 10,000円

100㎡ 17区画 20,000円
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三
原
健
康
広
場
、
文
化
体
育
館
）

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
①
三
志
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
‘
ｓ
②

ト
ヨ
＋
③
市
バ
レ
ー
ブ
ー
、
Ｃ
ｈ
ｉ
！
▽
レ

デ
ィ
ー
ス
①
Ｐ
ｅ
ａ
ｃ
ｈ
②
Ｈ
ｅ
ａ
ｒ
ｔ
ｓ

Ｃ
ｒ
ｙ
③
松
本
い
っ
か
、
ア
イ
ラ
ブ
キ
ャ
サ

リ
ン
▽
ト
リ
ム
Ⅰ
①
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
ク

ロ
ー
バ
ー
②
宮
崎
家
長
男
③
Ａ
Ｍ
Ａ
パ
ン
チ

ヤ
ン
グ
、
ｔ
ｅ
ａ
ｍ
Ｚ
イ
エ
ロ
ー
▽
ト
リ
ム

大
会
結
果

　

よ
う
や
く
車
に
Ｅ
Ｔ
Ｃ
を
付
け

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
暖
か
く
な
る
季
節
、

新
し
い
発
見
や
気
分
転
換
に
、
外

へ
出
か
け
て
み
る
の
は
良
い
こ

と
。 

　

今
回
、
取
材
で
小
学
校
で
の
観

光
立
国
学
習
の
取
り
組
み
も
知
り

ま
し
た
。
自
分
の
住
ん
で
い
る
と

こ
ろ
の
良
さ
を
見
つ
け
て
、
好
き

に
な
る
。

　

実
際
に
い
ろ
い
ろ
出
か
け
て
、

見
て
、
感
じ
て
、
体
験
す
る
。

　

そ
ん
な
行
動
は
、
楽
し
く
、
大

切
な
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。

                           

（
Ｆ
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国
民
年
金
保
険
料
額
、

４
月
か
ら
変
わ
り
ま
す

保
険
料　

月
額
１
万
４
６
６
０
円

※
前
納
は
下
表
参
照

一
部
免
除
期
間
の
保
険
料
額

・
４
分
の
３
納
付
＝
１
万
１
０
０
０
円

・
半
額
納
付
＝
７
３
３
０
円

・
４
分
の
１
納
付
＝
３
６
７
０
円

問
明
石
社
会
保
険
事
務
所

　

☎
０
７
８
・
９
１
２
・
４
９
８
０

年
金
相
談

▽
日
時　

４
月
３
日
（
金
）

　

午
前
11
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

南
淡
公
民
館

問
市
民
課
☎
43
・
５
０
２
３
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● 保険料額
給付方法 区分 １か月 ６か月 １年

現金支払 月々 14,660円 87,960円 175,920円
現金支払
クレジット支払

前納 －
87,250円
（710円）

172,800円
（3,120円）

口座振替 前納
14,610円
（50円）

86,960円
（1,000円）

172,230円
（3,690円）

（　）内は、前納の割引額

商
工
業
制
度

資
金
利
子
補
給
事
業
の
改
正

　

商
工
業
者
等
が
融
資
を
受
け
た

制
度
資
金
（
運
転
資
金
及
び
無
利

子
資
金
を
除
く
）
の
利
子
補
給
を

行
う
制
度
の
申
請
先
と
利
子
補
給

率
等
が
変
わ
り
ま
す
。

▽
対
象
者

　

①
市
内
に
住
所
・
事
業
所
が
あ

り
、
同
一
事
業
を
引
き
続
き
１
年

以
上
経
営
す
る
商
工
業
者
②
市
内

に
事
業
場
を
新
た
に
設
置
す
る
商

工
業
者
で
、
信
用
保
証
協
会
の
保

証
対
象
と
な
る
業
種
の
事
業
を
営

む
者
③
市
税
の
滞
納
の
無
い
者

▽
利
子
補
給

　

市
内
に
設
置
す
る
同
一
設
備

改
善
計
画
に
つ
い
て
融
資
を
受
け

た
制
度
資
金
を
対
象
。
同
じ
年
度

内
に
複
数
の
融
資
を
受
け
た
場
合

は
、
そ
の
合
計
額
を
対
象
。

※
限
度
額
は
２
０
０
０
万
円

▽
利
子
補
給
期
間

　

融
資
開
始
か
ら
24
か
月
間

※
21
年
度
の
利
子
補
給
は

21
年
１
月
〜
12
月
に
支
払

っ
た
利
子
と
な
り
ま
す

▽
利
子
補
給
率

　

制
度
資
金
の
融
資
利
率

の
４
分
の
３
ま
た
は
年

１
・
５
％
の
い
ず
れ
か
低

い
方
の
率

※
19
・
20
年
度
に
利
子
補
給
を
受

け
て
い
る
商
工
業
者
の
利
子
補

給
率
は
従
前
の
と
お
り
で
す
。

▽
申
請
書
類
の
配
付

　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
、
商
工
観

光
課
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

▽
申
請
方
法

　

融
資
決
定
後
１
か
月
以
内
に
、

申
請
書
の
提
出
が
必
要
で
す

※
21
年
２
月
５
日（
木
）
ま
で
に

融
資
を
決
定
し
た
場
合
、
受
付

は
４
月
３
日（
金
）
ま
で

▽
請
求
方
法

　

22
年
1
月
中
に
、
請
求
書
に
承

諾
書
２
部
と
21
年
１
月
〜
12
月
に

支
払
っ
た
利
子
を
証
明
す
る
も
の

を
添
え
て
、
商
工
観
光
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

お
済
み
で
す
か
？

軽
自
動
車
・
バ
イ
ク
の
廃
車

手
続
き

　

軽
自
動
車
税
は
、
軽
自
動
車
や

原
動
機
付
自
転
車
な
ど
に
課
税
さ

れ
る
税
金
で
す
。

　

廃
車
や
名
義
変
更
は
、
４
月
１

日
ま
で
に
手
続
を
し
な
い
と
、
課

税
さ
れ
る
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
盗
難
は
、警
察
へ
届
け
出
て「
受

理
番
号
」
が
必
要
に
な
り
ま
す

※
年
度
途
中
で
廃
車
手
続
を
し
て

も
払
い
戻
し
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
手
続
き
場
所

・
原
動
機
付
自
転
車
・
小
型
特
殊

自
動
車
＝
総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

・
軽
自
動
車
、
２
輪
の
小
型
自
動

車
＝
三
原
自
家
用
自
動
車
協

会
（
☎
42
・
０
４
０
９
）

　

最
近
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
を

付
け
た
ま
ま
原
動
機
付
自
転
車
等

を
廃
棄
物
処
理
業
者
に
引
き
渡
し

た
り
、
ネ
ッ
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
で

譲
渡
し
た
り
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
場
合
「
相

手
方
に
名
義
変
更
手
続
を
し
て
も

ら
え
な
い
」
と
の
相
談
が
多
く

な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ナ
ン
バ
ー

プ
レ
ー
ト
を
は
ず
し
、
廃
車
手
続

き
を
し
て
か
ら
引
き
渡
す
よ
う
に

し
て
く
だ
さ
い
。

問
税
務
課
☎
43
・
５
０
２
２

�

確定申告はお早めに！
申告期限は･･･

　　3月16日（月）です。
　申告期限が間近になると、申

告相談会場は混雑します。

※会場と日程は広報２月号に掲

　載しています
問確定申告＝洲本税務署☎

24-1212、市・県民税申告

＝税務課☎ 43-5022

◆販売価格　5,000 円（税込）

◆販売期間　４月１日（水）～８月 31日（月）

【市内書店取扱い店、４月１日から販売】

 ・宮脇書店 広田店 （☎45-1992）

 ・ブックスちえのわ【シーパ内】 （☎36-0170）

 ・ブックサークル （☎42-6160）

 ・ブックホームズ【パルティ店】 （☎42-5400）

 ・シティオ三原店（☎ 42-6390）

 ・福岡南陽堂 （☎52-0047）

 ・中田書店　福良 （☎52-0236）

※郵送希望の場合、送料実費ご負担願います

問市長公室☎ 43-5002

　昭和 54年に発刊された『三原郡史』の続編です。昭和 51年から平成 17年１月、南あわじ市誕生

までの約 30年間の旧４町の激動の現代史として、発刊されます。

郷土史 『続三原郡史』を刊行

小
規
模
工
事
の
契
約
希
望

事
業
者
の
登
録（
21
・
22
年
度
）

　

小
規
模
な
修
繕
工
事
等
の
受
注

の
契
約
希
望
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
登
録
資
格　

①
市
内
に
本
社
又

は
住
所
が
あ
る
法
人
・
個
人
②

入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
（
指

名
願
）
を
提
出
し
て
い
な
い
③

税
の
滞
納
が
無
い

▽
対
象
工
事　

１
件
の
発
注
金
額

が
30
万
円
以
下
で
、
内
容
が
軽

易
、
履
行
確
保
が
容
易
な
も
の

▽
申
請
書　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー
で
配
布

▽
受
付
期
間　

３
月
２
日
（
月
）

〜
13
日
（
金
）

▽
提
出
先

・
継
続
申
請
＝
最
寄
の
総
合
窓
口

セ
ン
タ
ー
又
は
管
財
課

・
新
規
・
変
更
申
請
＝
管
財
課

※
詳
細
は
、
申
請
書
添
付
の
概
要

書
ま
た
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い

問
管
財
課
☎
50
・
３
０
３
４

Ⅱ
①
西
淡
ブ
ル
ー
マ
リ
ン
ス
ペ
ー
ド
②
Ｇ
Ｅ

Ｔ
‘
Ｓ
桃
太
郎
③
東
町
消
防
団
、
ア
ラ
フ
ォ
ー

わ
れ
ら
榎
列

◆
五
色
百
人
一
首
兵
庫
県
大
会

　
　
　
　
　
　
（
２
月
８
日
、
兵
庫
県
民
会
館
）

【
低
学
年
】
▽
青
の
部
①
と
緑
の
部
②
西
川
太

志
（
福
良
小
２
年
）【
高
学
年
・
中
学
生
】
▽

青
の
部
①
守
本
真
作
（
南
淡
中
２
年
）

◆
南
あ
わ
じ
市
将
棋
大
会

　
　
　
　
　
（
２
月
15
日
、
緑
市
民
セ
ン
タ
ー
）

▽
有
段
者
の
部
③
藤
村
啓
治
（
湊
）
▽
一
般

の
部
②
増
田
賢
司
（
北
阿
万
）
▽
子
ど
も
の

部
①
堀
尊
善
（
潮
美
台
）
②
中
村
太
郎
（
北

阿
万
）
③
福
本
匠
吾
（
賀
集
）

★
大
会
結
果
は
、
情
報
課
ま
で
お
寄
せ

く
だ
さ
い
（
☎
43
・
５
０
０
３
F 

43
・

５
１
０
３
）。
市
大
会
規
模
以
上

【特 色】

　便利な学習書として永久保存すべき貴重な歴史書です。身近

で親しみやすく興味深く読んでいただけるように様々な配慮も

しています。限定版ですので、どうぞお早めにお求めください。

平安時代からの地名の改変を解説。古代からの大字・小字名の

由来への考察！江戸期からの三原郡旧村の合併、変遷を詳述！

昭和51年～平成16年度までの約30年間の激動の現代史！

縄文時代から平安時代にわたる遺跡調査！三原郡域62遺跡の

調査記録！

お
詫
び
と
訂
正

　

広
報
南
あ
わ
じ
２
月
号
に
間

違
い
が
あ
り
ま
し
た
。訂
正
し
、

お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

▼
23
頁
の
表
彰
、
こ
う
の
と
り

賞
【
子
育
て
支
援
】（
正
）
竹

谷
千
鶴
子
（
福
良
）　
（
誤
）
竹

内
千
鶴
子
、
み
ど
り
の
章
【
花

づ
く
り
活
動
】（
正
）藤
本
清（
広

田
）　
（
誤
）
藤
井
清
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小
・
中
・
特
別
支
援
学
校
の

非
常
勤
講
師
登
録

▽
業
務
内
容　

初
任
者
研
修
に
係

る
授
業
の
補
充

▽
賃
金　

時
給
２
７
９
０
円
（
変

更
あ
り
）、
交
通
費
別
途
支
給

▽
応
募
資
格　

希
望
す
る
校
種
の

教
諭
普
通
免
許
状
の
所
持
者

（
21
年
４
月
取
得
見
込
み
含
）

▽
申
込
期
限　

３
月
13
日
（
金
）

▽
申
込　

学
校
教
育
課
☎
37
・

３
０
１
８
、
淡
路
教
育
事
務
所

☎
22
・
３
５
４
１

臨
時
教
職
員
（
１
人
）

（
南
あ
わ
じ
市
緊
急
雇
用
対
策
）

▽
応
募
要
件　

教
員
免
許
（
小
学

校
）。
市
内
在
住
者

▽
業
務
内
容　

湊
小
学
校
で
外
国

人
児
童
へ
の
支
援
補
助

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月

30
日
ま
で
（
８
月
を
除
く
）

▽
勤
務
条
件　

①
臨
時
職
員
と
し

て
週
５
日
勤
務
（
原
則
１
日
８

時
間
）②
報
酬
月
額
15
万
円（
交

通
費
別
途
支
給
）

▽
申
込
期
限　

３
月
10
日
（
火
）

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
教
員
免
許
の
写
し

を
添
付
の
う
え
、人
権
教
育
課
（
〒

６
５
６
―
０
３
９
３
湊
90
の
１
、

☎
37
・
３
０
１
９
）
ま
で

沼
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
職
員（
１
人
）

▽
業
務
内
容　

学
校
給
食
の
調
理

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月

30
日
（
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
８
時
〜
午
後

４
時
30
分
。
休
校
日
が
休
業
日

▽
賃
金　

時
給
９
０
０
円
（
調
理

師
免
許
取
得
者
は
時
給
９
５
０
円
）

▽
応
募
資
格　

沼
島
在
住
の
方

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
期
限　

３
月
９
日
（
月
）

▽
申
込　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要

事
項
を
明
記
し
、
沼
島
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
へ
郵
送
ま
た
は
持
参

問
沼
島
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

　

☎
57
・
０
１
０
１

慶
野
松
原
荘
パ
ー
ト
職
員

▽
職
種　

応
接
員
（
若
干
名
）

▽
勤
務
内
容　

食
事
の
配
膳
と
片

付
け
、
客
室
の
掃
除
ほ
か

▽
勤
務
条
件　

午
前
７
時
〜
午
後

10
時
の
間
で
変
則
勤
務
。
月
に

10
日
〜
20
日
前
後

▽
賃
金　

時
給
８
８
０
円
。
通
勤

手
当
支
給
。
各
種
保
険
に
加
入

▽
応
募
資
格　

高
卒
以
上
、
普
通

自
動
車
免
許

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
期
限　

随
時
受
付

▽
申
込　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
国
民
宿
舎
慶
野
松

原
荘
（
〒
６
５
６
―
０
３
０
４ 

松

帆
古
津
路
９
７
０
―
67
、
☎
36
・

３
３
９
１
）
ま
で

玉
青
館
パ
ー
ト
職
員（
２
人
）

▽
業
務
内
容　

美
術
館
内
外
の
維

持
管
理
及
び
窓
口
受
付
業
務
、

事
務
の
補
助

▽
応
募
資
格　

①
市
内
在
住
者
②

普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

▽
雇
用
期
間　

４
月
１
日
〜
９
月

30
日
（
更
新
あ
り
）

▽
勤
務
時
間　

午
前
９
時
〜
午
後

５
時（
休
日
勤
務
あ
り
）。
原
則
、

１
か
月
、
６
日
以
内
の
勤
務

▽
勤
務
先　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
）

▽
賃
金　

時
給
８
７
０
円
。
交
通

費
別
途
支
給

▽
選
考
方
法　

面
接
試
験

▽
申
込
期
限　

３
月
10
日
（
火
）

▽
申
込　

市
販
の
履
歴
書
に
必
要
事

項
を
明
記
し
、
玉
青
館
（
〒
６
５
６

―
０
３
１
４
松
帆
西
路
１
１
３
７
の

１
、
☎
36
・
２
３
１
４
）
ま
で

教
育
委
員
会
、
パ
ー
ト
職
員

◆
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

　
（
学
校
支
援
地
域
本
部
、
１
人
）

▽
活
動
内
容　

学
校
の
要
望
に
応

え
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
紹
介

し
た
り
、
相
談
に
乗
っ
た
り
し

ま
す
。
月
50
〜
80
時
間
程
度
。

時
給
９
０
０
円

▽
申
込
期
限　

３
月
19
日
（
木
）

◆
放
課
後
子
ど
も
教
室
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
（
１
人
）

▽
活
動
内
容　

市
内
６
か
所
（
広

田
、
辰
美
、
志
知
、
神
代
、
阿

万
、
灘
）
で
開
設
の
放
課
後
子

ど
も
教
室
の
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
、
安
全
管
理
員
等
と
の
連
絡

調
整
を
行
い
ま
す
。
月
１
３
０

時
間
程
度
。
時
給
９
０
０
円

▽
応
募
資
格　

子
ど
も
の
健
全
育

成
に
情
熱
が
あ
り
、
土
・
日
曜

も
活
動
（
野
外
も
含
む
）
で
き

る
人
。
車
が
運
転
で
き
、
パ
ソ

コ
ン
に
詳
し
い
人

▽
申
込　

教
育
委
員
会
所
定
の
用

紙
で
。
３
月
13
日
（
金
）
ま
で

◆
放
課
後
子
ど
も
教
室　

学
習
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
、
安
全
管
理
員

▽
活
動
内
容　

市
内
６
教
室
で
午

後
３
時
〜
６
時
（
灘
は
２
時
〜

５
時
）
ま
で
、
子
ど
も
を
預
か

る
。
時
給
８
８
０
円

◆
選
考
方
法　

い
ず
れ
も
面
接
試
験

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課

　

☎
37
・
３
０
２
０

市
営
住
宅
入
居
者

◆
政
令
月
収
20
万
円
超
対
象

▽
し
づ
お
り
第
２
団
地
（
倭
文
庄

田
）　

１
戸
、
２
０
１
号
、
平

成
18
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

６
万
３
７
０
０
円
、
駐
車
１
台

月
額
２
５
０
０
円

▽
さ
く
ら
台
団
地
（
賀
集
八
幡
）

１
戸
、
や
え
棟
１
の
１
号
、
平

成
10
年
度
建
築
。
家
賃
月
額

６
万
４
４
０
０
円
、
駐
車
１
台

月
額
２
５
０
０
円

▽
四
季
の
丘
団
地
（
阿
万
塩
屋
）　

１
戸
、
Ｄ
棟
３
号
、
平
成
16
年
度

建
築
。
家
賃
月
額
６
万
２
４
０
０

円
、
駐
車
１
台
月
額
２
５
０
０

円
（
屋
根
付
５
０
０
０
円
）

◆
受
付
期
間　

３
月
２
日
〜
13
日

◆
公
開
抽
選
日　

３
月
25
日
午
前

10
時
。
西
淡
保
健
セ
ン
タ
ー
和
室

◆
申
込　

総
合
窓
口
セ
ン
タ
ー

※
４
月
以
降
、
政
令
月
収
を

15
万
８
千
円
超
に
変
更
し
ま
す

問
都
市
計
画
課
☎
37
・
３
０
１
６

予
備
自
衛
官
補

▽
種
目　

予
備
自
衛
官
補
（
①
一

般
②
技
能
）

▽
応
募
資
格　

①
18
歳
〜
34
歳
未

満
②
18
歳
〜
55
歳
（
保
有
す
る

能
力
に
応
じ
る
）

▽
身
分　

非
常
勤
の
特
別
職
国
家

公
務
員

▽
申
込
期
限　

４
月
13
日
（
月
）

▽
試
験　

４
月
18
日
（
土
）・
19
日

（
日
）
の
い
ず
れ
か
1
日
、
筆
記
・

面
接
・
適
性
検
査
・
身
体
検
査

問
あ
わ
じ
駐
在
員
事
務
所　

　

☎
24
・
２
４
４
９

「
特
別
慰
労
品
」
贈
呈

　

恩
給
欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留

者
、引
揚
者
の
「
ご
本
人
」
に
、『
特

別
慰
労
品
』を
贈
呈
し
て
い
ま
す
。

（
ご
遺
族
の
方
は
対
象
外
）

▽
請
求
方
法　

総
合
窓
口
セ
ン
タ

ー
備
付
の
用
紙
で
請
求

▽
請
求
期
限　

３
月
31
日
（
火
）

問
平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金

　

☎
０
１
２
０
・
２
３
４
・
９
３
３

 

淡
路
子
ど
も
の
心
研
修
会

　
〜
読
字
障
害
の
指
導
に
つ
い
て
〜

▽
日
時　

４
月
４
日
（
土
）

　

午
後
２
時
〜
※
入
場
無
料

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

読
字
障
害
と
音
読
指
導

法
に
つ
い
て

▽
主
催　

あ
わ
じ
中
央
ロ
ー
タ
リ

ー
ク
ラ
ブ
、
淡
路
小
児
科
医
会

問
た
な
か
医
院
☎
45
・
１
５
９
９

淡
路
視
覚
特
別
支
援
学
校

（
旧
淡
路
盲
学
校
）が
閉
校

　

昭
和
23
年
に
視
覚
障
害
児
の
教

育
と
自
立
を
目
指
し
て
開
校
さ
れ

た
県
立
淡
路
盲
学
校
（
洲
本
市
上

物
部
）
が
、
入
学
者
の
減
少
に
伴

い
３
月
に
閉
校
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
ご
支
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

問
淡
路
視
覚
特
別
支
援
学
校

　

☎
22
・
１
７
６
６

な
な
い
ろ
館
の
美
化
活
動

▽
日
時　

３
月
18
日
（
水
）
午
前

８
時
〜
約
１
時
間
。
雨
天
中
止

▽
集
合　

な
な
い
ろ
館
駐
車
場
。

一
般
参
加
大
歓
迎

問
南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

　

☎
36
・
４
０
７
９

南
あ
わ
じ
市
公
衆
衛
生
協
会

　
　
　
　
　
　
事
務
所
移
転

　

４
月
１
日
か
ら
南
あ
わ
じ
市
公

衆
衛
生
協
会
事
務
所
が
移
転
し
、

電
話
番
号
も
変
わ
り
ま
す
。

▽
新
住
所　

湊
１
１
０
番
地
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
「
シ
ー
パ
」
内 

▽
電
話　

☎
37
・
３
７
１
１

▽
業
務
内
容　

飲
食
店
等
の
営
業

許
可
の
相
談
、
受
付
。
調
理
師

免
許
、
準
備
講
習
会
、
食
品
検
査
、

検
便
検
査
、
水
質
検
査
な
ど

身
体
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン

タ
ー
移
動
相
談

▽
日
時　

３
月
13
日
（
金
）

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
２
０
１
号

▽
内
容　

身
体
障
害
者
と
そ
の
家

族
の
た
め
の
相
談

問
身
体
障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ

ー
☎
22
・
５
４
４
４

市
民
の
暮
ら
し
応
援
振
興
券

有
効
期
限
は
３
月
31
日
ま
で

　

昨
年
12
月
に
販
売
し
ま
し
た

「
市
民
の
暮
ら
し
応
援
振
興
券
」

の
有
効
期
限
は
、
３
月
31
日
ま
で

で
す
。
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
商
工
観
光
課
☎
37
・
３
０
１
２

新
鮮
な
野
菜
・
魚
介
類
の
販
売

「
地ち

さ
ん
ち
し
ょ
う

産
地
消
」
の
直
売
所

◆
う
ず
し
お
朝
市

▽
日
時　

毎
月
第
４
日
曜
日

　

午
前
９
時
〜
正
午

▽
場
所　

福
良
漁
業
協
同
組
合

　
（
駐
車
場
は
旧
福
良
中
学
跡
地
）

▽
内
容　

魚
介
類
な
ど

問
福
良
漁
協
☎
52
・
０
０
６
４

◆
さ
ん
ち
ゃ
ん
市

▽
日
時　

年
中
無
休

　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時

▽
場
所　

淡
路
フ
ァ
ー
ム
パ
ー
ク

　

イ
ン
グ
ラ
ン
ド
の
丘
入
口
横

▽
内
容　

野
菜
･
果
物
･
加
工
品

問
さ
ん
ち
ゃ
ん
市
☎
43
・
２
８
８
２

◆
し
づ
お
り
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
８
時
〜
11
時
30
分

▽
場
所　

倭
文
ま
ち
づ
く
り
の
丘

　
（
し
づ
お
り
団
地
上
）

▽
内
容　

野
菜
･
果
物

問
事
務
局
☎
46
・
０
３
０
１

◆
幡
多
の
朝
市

▽
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
前
７
時
〜
11
時

▽
場
所　

営
農
拠
点
セ
ン
タ
ー

　

横
（
榎
列
上
幡
多
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
２
０
４
７

◆
鳥
井
土
曜
青
空
市

▽
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
前
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

鳥
井
公
会
堂
前

　
（
八
木
地
区
公
民
館
隣
）

▽
内
容　

野
菜
な
ど

問
事
務
局
☎
42
・
１
１
６
９

広報 

法律相談（先着９人）
◆内容　市顧問弁護士による相談
◆日時　10日（火）・24日（火）
　　　　13:30 ～ 16:30
◆場所　三原公民館　小会議室
◆申込　市民課☎ 43-5023 予約必要
行政相談
◆内容　行政相談委員による相談
◆日時　12日（木）13:30 ～ 15:00
◆場所　三原公民館　小会議室
問市民課☎ 43-5023
テレビ電話による法律相談
◆日時　毎週平日木曜日 13:00 ～ 15:00
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　☎ 0120-36-7830 予約必要

司法書士会による相談
（法律・登記相談、先着４人）　
◆日時　17日（火）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
（多重債務相談、先着４人）
◆日時　23日（月）10:00 ～ 12:00
◆場所　県洲本総合庁舎
問司法書士野口泰

や す

嗣
し

事務所☎ 26-3123
行政書士による相談
◆内容　農地法・相続・契約関係
◆日時　９日（月）13:30 ～ 15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　☎ 0799-62-4681予約必要

住宅の耐震相談
◆内容　建築士事務所協会員による相談
◆日時　19日（木）13:30 ～ 15:30
◆場所　県洲本総合庁舎
◆申込　社家一級建築士事務所

　　　　☎ 42-1018 予約必要

こころのケア相談　
◆内容　心の悩みや病気に関すること
◆日時　４日（水）14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所
◆申込　☎ 52-0099 予約必要

酒害相談
◆内容　アルコール依存症に関すること
◆日時　13日（金）14:00 ～ 16:00
◆場所　南淡路健康福祉事務所
◆申込　☎ 52-0099 予約必要

 ３月の
　無料相談



まなびの扉
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■文化施設
滝川記念美術館「玉青館」
　☎36-2314
淡路人形浄瑠璃資料館
　☎43-5037
産業文化センター☎38-0201
淡路人形浄瑠璃館☎52-0260
埋蔵文化財調査事務所☎42-3849
■社会体育施設
サンライズ淡路☎45-1411
西淡社会教育センター・
西淡グラウンド☎36-2027
ゆとりっく☎36-5789
サンプール☎42-4994
サイクリングターミナル
　☎42-5310
三原健康広場☎42-5630
南淡B&G海洋センター
　☎52-2404
阿万スポーツセンター☎55-0652
賀集スポーツセンター☎54-0779
文化体育館☎50-5077
吹上浜野外教育センター
　☎55-0948
■公民館等
働く婦人の家☎43-2326
緑公民館☎44-3008
西淡公民館☎37-3028
三原公民館☎43-5038
南淡公民館☎50-3048
松帆地区公民館☎36-2137
湊地区公民館☎36-2055
津井地区公民館☎38-0201
丸山地区公民館☎39-0210
阿那賀地区公民館☎39-0011
伊加利地区公民館☎39-0567
西淡志知公民館☎36-5526
榎列公民館☎42-2393
八木地区公民館☎42-5956
市地区公民館☎42-5957
神代地区公民館☎42-5958
三原志知公民館☎42-6343
賀集地区公民館☎54-0331
北阿万地区公民館☎55-0055
潮美台地区公民館☎52-0430
阿万地区公民館☎55-0046
灘地区公民館☎56-0001
沼島地区公民館☎57-0001

広報 

ま
な
び
の
扉

埋
蔵
文
化
財
展
示

◆
南
あ
わ
じ
市
発
掘
調
査
速
報
展

▽
日
程　

３
月
11
日
（
水
）
ま
で

＝
緑
公
民
館
、３
月
14
日
（
土
）

〜
３
月
31
日
（
火
）
＝
淡
路
人

形
浄
瑠
璃
資
料
館

▽
内
容　

19
年
度
に
発
掘
調
査
し

た
淡
路
国
分
寺
跡
や
岸
ノ
上

遺
跡
な
ど
８
遺
跡
の
成
果

◆
埋
蔵
文
化
財
ミ
ニ
展
示
３

▽
期
間　

４
月
下
旬
ま
で

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
１
階

▽
内
容　

榎
列
上
幡
多
の
幡
多
遺

跡
下
内
田
地
区
で
見
つ
か
っ
た

弥
生
時
代
の
木
製
品
や
古
墳
時

代
の
土
器
な
ど

問
埋
蔵
文
化
財
調
査
事
務
所

　

☎
42
・
３
８
４
９

南
あ
わ
じ
市
ス
ポ
ー
ツ
賞

表
彰
式

▽
日
時　

３
月
８
日
（
日
）

　

午
前
10
時
〜

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内
容　

昨
年
、
ス
ポ
ー
ツ
の
各

種
目
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
ら

れ
た
方
や
、
ス
ポ
ー
ツ
振
興
に

貢
献
さ
れ
た
方
々
を
表
彰
。
ア

ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
ト
ラ
ン
ポ
・

ロ
ビ
ッ
ク
ス
。
見
学
自
由

問
生
涯
学
習
文
化
振
興
課　
　
　

☎
37
・
３
０
２
０

南
あ
わ
じ
市
囲
碁
大
会

▽
日
時　

３
月
22
日
（
日
）
受
付

午
前
９
時
、
開
始
９
時
30
分

▽
場
所　

南
淡
公
民
館
２
階
和
室

▽
対
象
者　

南
あ
わ
じ
市
民

▽
参
加
費　

一
般
１
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円
（
昼
食

代
含
む
）

2009.3.1発行

▽
内
容　

３
階
級
に
分
か
れ
て
、

ハ
ン
デ
ィ
ー
戦
４
局
。
順
位
決

定
は
ス
イ
ス
方
式

▽
申
込
締
切　

３
月
13
日
（
金
）

▽
申
込　

南
淡
公
民
館

　

☎
50
・
３
０
４
８

西
淡
公
民
館
講
座
発
表
会

　
　
　
　
花
ま
ち
ス
テ
ー
ジ

▽
日
時　

３
月
15
日
（
日
）

　

午
後
２
時
30
分
〜

▽
場
所　

西
淡
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
出
演　

ち
び
っ
こ
ジ
ャ
ズ
ダ
ン

ス
教
室
、
南
あ
わ
じ
少
年
少
女

合
唱
教
室
、
西
淡
公
民
館
フ
ラ

メ
ン
コ
教
室
、
徳
島
フ
ラ
メ
ン

コ
チ
ー
ム
、
市
内
ヨ
サ
コ
イ
ソ

ー
ラ
ン
チ
ー
ム
、
瓦
笛
ほ
か

問
西
淡
公
民
館
☎
37
・
３
０
２
８

テ
ニ
ス
協
会
か
ら
お
知
ら
せ

◆
南
あ
わ
じ
市
テ
ニ
ス
教
室

▽
期
間　

４
月
〜
９
月
の
毎
週
金

曜
日
、
午
後
８
時
〜
10
時

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
参
加
費　

月
１
５
０
０
円

▽
対
象
者　

高
校
生
以
上

▽
運
営
指
導　

南
あ
わ
じ
市
テ
ニ

ス
協
会

▽
申
込
期
限　

３
月
27
日
（
金
）

◆
南
あ
わ
じ
市
ダ
ブ
ル
ス
大
会

▽
日
時　

３
月
22
日
（
日
）
午
前

９
時
開
始
。
予
備
日
３
月
29
日

▽
場
所　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン
タ

ー
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

▽
試
合
形
式　

ダ
ブ
ル
ス
Ａ
、

Ｂ
（
男
・
女
）。
６
ゲ
ー
ム
先
取

　　　

　

　飛天は、飛天光
こうはい

背などといって仏

像の光
こうはい

背や仏堂の壁面などを飾るた

めに用いられます。この像は、背部

が扁平になっており、雲の上で右膝

を立て左膝を下げる蹲
そんきょ

踞坐
ざ

を示して

います。右肩を上げ左肩を下げ顔を

やや右に向けています。両腕を肩の

付根から失っているため当初の姿は

不明ですが、平等院鳳凰堂にある類

似の像から楽器を演奏するか、舞う

姿が想像されます。

　国分寺（八木）に安置されているこの像は、小品ながらもお

だやかな表情や優美な姿などから、おそらく平安時代後期の中

央の仏師によって制作されたものと考えられています。昭和

46年に兵庫県指定重要文化財に指定されています。

飛ひ

天て
ん

坐ざ

像ぞ
う

（
県
指
定
）

43シリーズ

▽
参
加
資
格　

オ
ー
プ
ン

▽
参
加
費　

１
ペ
ア
２
０
０
０
円

▽
申
込
期
限　

３
月
10
日
（
火
）

◆
申
込
み　

西
淡
社
会
教
育
セ
ン

タ
ー
☎
36
・
２
０
２
７
、
F 

36
・
２
３
１
９

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
・
ガ
ー
ル

ス
カ
ウ
ト
隊
員
募
集

◆
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト　

▽
ビ
ー
バ
ー
＝
社
会
見
学
、
グ
ル

ー
プ
あ
そ
び
、
工
作
、
魚
釣
り
、

雪
あ
そ
び
な
ど
。
カ
ブ
・
ボ
ー

イ
＝
炊
飯
訓
練
、
ハ
イ
キ
ン
グ
、

キ
ャ
ン
プ
、
募
金
活
動
な
ど

▽
構
成　

三
原
第
１
団
＝
ビ
ー
バ

ー
・
カ
ブ
・
ボ
ー
イ
・
ベ
ン
チ

ャ
ー
（
阿
万
上
町
、神
宮
寺
内
、

☎
55
・
０
０
４
９
）、
三
原
第

３
団
＝
カ
ブ
・
ボ
ー
イ
（
福

良
乙
、
児
童
館
内
、
☎
52
・

３
９
９
９
）、
三
原
第
４
団
＝

カ
ブ
・
ボ
ー
イ
（
松
帆
高
屋
、

松
帆
活
性
化
セ
ン
タ
ー
内
、
☎

36
・
２
１
３
７
）

◆
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト

▽
活
動　

ク
ラ
フ
ト
作
り
、
キ
ャ

ン
プ
体
験
、
鼓
笛
演
奏
、
人
形

劇
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど

▽
構
成　

兵
庫
県
第
52
団

（
三
原
公
民
館
内
、
☎
43
・

●日本料理基礎から学ぶ器と盛り付け
畑耕一郎著（柴田書店）

日本料理は、季節の材料を
調理し、器の中に四季の移
ろいを表現することが重
要。「器の基礎知識」「盛り
付けの基礎知識」「月別の料
理を盛り付ける」の各編で、
器の知識と様々な料理の盛
り付け方を詳しく解説。

●ランドセルがやってきた
　中川ひろたか文／村上康成絵（徳間書店）

緑公民館図書室☎44-3008

●おいしいおと
三宮麻由子文／ふくしまあきえ絵（福音館書店）

はるまきを食べる
と、どんな音がする
かな？ウィンナをか
じったら、どんな音
がするかな？ある日
の食卓の、おいしい
音が勢ぞろい。食事
がいっそう楽しくな
る絵本。

●食ニュースのウソ・ホント
　馬渡晃・馬渡あかね著（日経ＢＰ社） 三原図書館☎43-5037

●うしはどこでも「モ～！」
エレン・スラスキー・ワインステイーン作／ケネス・アンダーソン絵／桂かい枝訳（鈴木出版）

日本のあひるは「ガー、
ガー」と鳴くけれど、イギ
リスでは「クワック、ク
ワック」、フランスでは「ク
ワン、クワン」と鳴くん
だって!? 同じ動物でも、
国や言語によって鳴き方
の表現が異なる面白さを
紹介した絵本。

●祖父母に孫をあずける賢い100の方法
　棒田明子著（岩崎書店） 西淡公民館図書室☎37-3028

●サラ川傑作選　はらはらぶ
山藤章二・尾藤三柳・第一生命選（講談社）

サラリーマン川柳、堂々第８
弾。８巻目は「はらはちぶ」。
腹八分目の教えは食事に限
りません。望めば何でも手に
入る世だからこそ、足るを知
ること。九分、十分まで欲す
るのは野暮ってもんです。

南淡図書館☎53-0234

●かわいいおりがみ
　ディズニーのなかまたち　№２
　（ブティック社）

▲飛天坐像
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０
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庫
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・
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９
９
）

盲
ろ
う
者
向
け
通
訳
・
介
助

員
養
成
入
門
講
座

▽
日
時　

５
月
15
日
〜
６
月
26
日

の
毎
週
金
曜
日
（
７
日
間
）
午

前
10
時
〜
午
後
３
時

▽
場
所　

神
戸
市
立
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー

▽
説
明
会　

４
月
10
日
午
前
10
時
、

神
戸
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

▽
教
材
費　

７
０
０
０
円

問
兵
庫
盲
ろ
う
友
の
会

　

☎
０
７
８
・
３
４
１
・
８
８
２
２

玉
青
館「
館
蔵
品
３
」

▽
内
容　

玉
青
館
の
館
蔵
品
の
中

か
ら
、
直
原
玉
青
画
伯
が
描
い

た
色
彩
豊
か
な
国
内
外
の
風

景
画
作
品
を
展
示

▽
期
間　

３
月
31
日
（
火
）
ま
で

▽
場
所　

玉
青
館
（
松
帆
西
路
）

▽
休
館
日　

月
曜
日

▽
入
館
料　

大
人
３
０
０
円

問
玉
青
館
☎
36
・
２
３
１
４

淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

◆
淡
路
の
伝
統
芸
能
と
文
化
の
パ

ネ
ル
展　
３
月
29
日
（
日
）
ま
で

◆
名
場
面
展
示
「
玉

た
ま
も
の
ま
え
あ
さ
ひ
の
た
も
と

藻
前
旭
袂
」

　

８
月
下
旬
ま
で

問
淡
路
人
形
浄
瑠
璃
資
料
館

　

☎
43
・
５
０
３
７

第
59
回
天
体
観
測
会

「
星
占
い
の
星
座
を
見
よ
う
」

▽
日
時　

３
月
21
日
（
土
）

　

午
後
８
時
〜

▽
場
所　

神
代
小
学
校
校
庭

▽
そ
の
他　

悪
天
候
時
は
神
代
地

区
公
民
館
で
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
。

参
加
費
無
料
。
保
護
者
同
伴

問
く
ま
し
ろ
ふ
れ
あ
い
広
場（
木
田
徹
）

　

☎
０
９
０
・
３
６
１
６
・
３
８
２
４

～本と心のふれあいの場～

みんなの図書館
☆開館時間／9：30～19：00
　ただし、日曜日・祝日は、17：00まで
　（緑・西淡公民館図書室は土曜日も17：00まで）
☆休館日／月曜日・祝日の翌日・月末整理日（平日）

 ●３月の図書館カレンダー

※○はおやすみです

　
　トレーニングルームを利用する場合、初回
のみ、この講習会を受講していただきます
●対象者　16歳以上
●講習会受講料　500円
●１講習会定員　６人（完全予約制）
●講習時間　約１時間30分
●利用料金　200円（２回目以降）
※申込みは３月３日（火）午前８時30分
　から電話で受付します。☎ 50-5077
※お子様連れでの受講はご遠慮ください

月日 曜日 第１講習時間 第２講習時間

３ 月 14 日 土 10:30 ～ 14:00 ～

３ 月 22 日 日 10:30 ～ 14:00 ～

３ 月 27 日 金 13:30 ～ 19:00 ～

初回トレーニング講習会
受講者募集

▲発掘調査速報展

 １     2　           3       4       5   　６     ７ 

 8      9     10     11     12    13    14

15    16   17     18     19     20   21

22    23   24     25     26     27   28   

29    30   31   

日 月 火 水 木 金 土

月末整理



いきいき健康生活
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い
き
い
き
健
康
生
活

問健康課
☎44-3004

2009.3.1発行

※「いきいき教室」、「リハビリ教室」、「お達者教室」のお問い合わせは、地域包
括支援センター（☎ 44-3006）まで。それ以外は健康課（☎ 44-3004）へ。

● 健康相談
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病相談、栄
養相談、血圧測定、
体脂肪測定など

２ 月   9:00 ～ 11:00 三原保健センター
４ 水   〃 緑保健福祉センター
23 月   〃 西淡保健センター
23 月   〃 南淡福祉保健センター

● いきいき教室
　内容  日 曜日　　　時間 場所

介護予防教室
（健康チェック・体操・
認知症予防・レクリ
エーションなど）
65歳以上の方を対象
（要予約）

３ 火 13:30～15:00 三原保健センター

４ 水 〃 西淡保健センター

５ 木 〃 南淡福祉保健センター

11 水 〃 緑保健福祉センター

19 木 13:00～15:00 沼島総合センター

● Ａ型リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

機能訓練を必要とされ
る方を対象（要予約）

25 水 13:30～15:30 緑保健福祉センター

● リハビリ教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

転倒予防のための
下肢筋力・バラン
ス力向上運動。
65歳以上で筋力低
下、移動能力の低
下がある方を対象
（要予約）

10 火
  9:30～11:30 南淡福祉保健センター
13:30～15:00 三原保健センター

12 木
10:00～11:30 緑保健福祉センター
13:30～15:00 西淡保健センター

24 火
  9:30～11:30 南淡福祉保健センター
13:30～15:00 三原保健センター

26 木
10:00～11:30 緑保健福祉センター
13:30～15:00 西淡保健センター

● 愛育班活動
内容  日 曜日　　　時間 場所

愛育班活動 19 木   9:30 ～ 12:00 沼島総合センター

● 献血
 日　曜日 　　受付時間 場所
９ 月 11:30～16:00 倭文防災センター
17 火 11:30～16:00 三原公民館
30 月 10:00～13:00 市役所中央庁舎

● お達者教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

お口と歯の健康につ
いて。65歳以上の方
を対象（要予約）

９ 月
13:30 ～ 15:00 三原保健センター

16 月

● 乳幼児健康カレンダー　　 　 　（　　）は対象者
内容 日 曜日　　受付時間 場所

強い歯・幼児フッ素塗布
（17年12月･18年６月生）

３ 火 13:00～13:15

緑保健福祉センター
２歳児歯科健診
（18年12月生）

17 火 13:00～13:15

母親学級 12 木 13:15～13:30
遊びの教室 26 木  9:30 ～（予約制）
発達支援相談 26 木 13:30 ～（予約制）

育児相談
（20年１月生）
（21年８月生）

２ 月 13:00～13:15 西淡保健センター
11 水 〃 緑保健福祉センター
18 水 〃 南淡福祉保健センター
25 水 〃 三原保健センター

３歳児健康診査
（18年２月生）

16 月 12:30～12:45 緑保健福祉センター

１歳６か月児健康診査
（19年８月生）

６ 金 12:30～12:45 南淡福祉保健センター

10か月児健康診査
（20年５月生）

10 火 12:30～12:45 緑保健福祉センター

４か月児健康診査
（20年11月生）

24 火 12:30～12:45 緑保健福祉センター

食育講座赤ちゃん栄養サロン
（20年10月生）

24 火 ９:45～ 10:00 西淡保健センター

（　　　）内は対象です。

広報 

● 介護予防健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

生活習慣病・栄養・
介護予防の相談

26 木   9:30 ～ 11:00 仁尾荘

 休日応急診療所（広域消防南淡分署横☎53-1536）
診察日 9：00～16：30 19：00～22：30

３月 １日（日） 前田昌己 医師 富本喜文 医師

３月 ８日（日） 宮崎美枝 医師 友清龍一郎 医師

３月15日（日） 村野謙一 医師 日笠久美 医師

３月20日（金） 浦 瀬　 巖 医師 橋田友孝 医師

３月22日（日） 大鐘稔彦 医師 福田郁夫 医師

３月29日（日） 畑田卓也 医師 福原正博 医師

診察日 担当医師 備考
３月 １日（日） 植村幹二郎 医師

受診前に電話
をおかけくだ
さい。
☎23ｰ2700
担当医は都合に
より変更になる
こともあります。

３月 ８日（日） 坂口美奈子 医師

３月15日（日） 田 中 一 宏 医師

３月20日（金） 富 本 康 仁 医師

３月22日（日） 奥 村　 司 医師

３月29日（日） 大 橋　 明

 休日小児救急診療（県立淡路病院） 時間外診療病院
曜日 病院名 曜日 病院名

月 平成病院 木 翠鳳第一病院

火
平成病院 金 中林病院

八木病院 土 翠鳳第一病院

水
中林病院 平日18:00～23:00

土曜13:00～23:00南淡路病院

● 特定保健指導
内容  日 曜日　　　時間 場所

運動習慣を継続する
ための教室（要予約）

５ 木 13:30～15:00 緑保健福祉センター● 運動教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

エアロビクス・ストレッ
チ体操（要予約）

13 金 13:30 ～ 15:00 緑保健福祉センター

  ３月の健康カレンダー

● 個別健康教室
内容  日 曜日　　　時間 場所

糖尿病予防教室。
軽症糖尿病で64歳
までの方を対象
月１回5か月コース
（要予約）

２ 月   8:40 ～ 15:40 三原保健センター

４ 水   8:40 ～ 11:20 緑保健福祉センター

23 月 〃 西淡保健センター

23 月   8:40 ～ 15:40 南淡福祉保健センター

　

兵
庫
県
で
は
４
月
か
ら
組
織
体
制

と
事
業
内
容
を
見
直
し
ま
す
。

■
事
務
所
の
廃
止

　

南
淡
路
健
康
福
祉
事
務
所
（
旧
三

原
保
健
所
）
と
北
淡
路
健
康
福
祉
事

務
所
を
４
月
か
ら
廃
止
し
ま
す
。

　

事
務
所
の
業
務
は
洲
本
健
康
福
祉

事
務
所
で
取
り
扱
い
ま
す
。

※
公
衆
衛
生
協
会
は
、
シ
ー
パ
に
事

　

務
所
が
移
転
し
ま
す（
15
頁
参
照
）

■
一
般
・
事
業
所
健
診
を
廃
止

　

健
康
福
祉
事
務
所
で
実
施
し
て
い

た
一
般
健
康
診
断
（
ク
リ
ニ
ッ
ク
）、

事
業
所
検
診
を
廃
止
し
ま
す
。

　

健
康
診
断
書
の
発
行
を
目
的
と
す

る
健
康
診
断
や
事
業
所
検
診
は
、
最

寄
り
の
医
療
機
関
で
受
診
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、健
康
相
談
や
エ
イ
ズ
検
査
、

結
核
定
期
外
健
康
診
断
、
ウ
イ
ル
ス

肝
炎
検
査
、
梅
毒
検
査
の
健
診
等
は

引
き
続
き
実
施
し
ま
す
。

問
洲
本
健
康
福
祉
事
務
所

　

☎
26
・
２
０
６
２

個別健康教室 (要予約）

「血糖値が気になる」人のための健康教室です。

■対象　64 歳以下。町ぐるみ健診結果で検査

　　　　値が次の条件にあてはまる人

　　   ・空腹時血糖 110 ～ 125 ㎎ / ㎗

　　　・HbA1c  5.5 ～ 6.0％

　　   ・主治医からの紹介者

　　   ※次の人は対象外。過去に糖尿病個別健

　　　　康教室に参加したことがある。胃切除

　　　　を受けた。糖尿病や心疾患、脳血管疾

　　　　患の既往歴がある。　

■日時と場所

問健康課☎ 44-3004

日程 時間 場所
第１月曜日他

8:40～11:30

の内、30分程度

（予約制）

三原保健センター

第２月曜日他 緑保健福祉センター

第３月曜日他 西淡保健センター

第４月曜日他 南淡福祉保健センター

※日程・場所は変更になることがあります（全５回コース）

運動教室
　エアロビクスやダンベル、チューブ

を使った体操をします。　

■対象　64歳以下で運動不足の人

　　　　体重や体脂肪が気になる人

　　　　治療中の方は対象外

■定員　30人（定員超のとき、新規の人を優先）

■期間　４月～９月（全６回コース）

■日時　第４金曜日（変更する月もあり）

　　　　13：30～15：00

■場所　緑保健福祉センター

問健康課☎ 44-3004

　第４金曜日（変更する月もあり）

いきいき教室
　寝たきり・認知症予防の介護予防教室。体操や

健康チェック、園芸、料理などを行います。　

■対象　65歳以上で継続参加できる人

■定員　20人（定員超のとき、新規の人を優先）

■期間　４月～翌３月（全 12回コース）

■日時と場所

　

　

※足腰ピンシャン教室は４月に募集します

問地域包括支援センター☎ 44-3006

日程 時間 場所
第１火曜日

13:30～15:30

三原保健センター

第１水曜日 南淡福祉保健センター

第１木曜日 緑保健福祉センター

第２水曜日 西淡保健センター

第３木曜日 13:00～15:00 沼島総合センター

A型リハビリ教室
　理学療法士等によるリハビリテーション。　

■対象　64歳以下で機能訓練が必要な人

　　　　※主治医からの紹介必要

　　　　※介護認定者は対象外

■日時　第４金曜日　10:00～12:00

■場所　緑保健福祉センター

問健康課☎ 44-3004

３月から始まる健康教室の参加者を募集します。

お申し込みは、問合わせ先までお願いします。

申込期限：３月13日（金）

南
淡
路
健
康
福
祉
事
務
所

　
　
　
　
　

４
月
に
廃
止
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●人　口 52,585人（前月比－78人）
　（男）　 25,379人（前月比－52人）
　（女）　 27,206人（前月比－26人）
●世帯数 18,367世帯（前月比－15世帯）
　　　　　　　　※平成21年2月１日現在

出生

夫氏名（地区） 妻氏名（地区） 届出日
後川　雅弘（神戸市）
中村　計文（八　木）
村上　晴紀（　灘　）
寺岡　弘貴（福　良）
石田　貴大（洲本市）
松下　高士（志　知）
森　　隆太（倭　文）
山口　義人（神奈川県）
古川　勝哉（榎　列）
山本　哲也（洲本市）
若林晋一郎（松　帆）
廣瀬　雅之（西宮市）
黒田　智昭（松　帆）
桐原　弘安（福　良）
髙岡　正吾（志　知）
野上　尚義（神　代）
豊田　裕也（　湊　）
谷口　隆也（阿　万）
笹田　隆広（倭　文）
長野　舟作（洲本市）
宮野　正志（倭　文）
石野美奈人（阿　万）
久留米次郎（福　良）

天羽　里美（　市　）
勝岡　摩美（洲本市）
山口　明里（　市　）
塩谷　雅子（洲本市）
木田　美典（洲本市）
松谷　有季（洲本市）
仲村渠若菜（倭　文）
小村しおり（島根県）
清水　夏子（洲本市）
川上　知紗（伊加利）
山本　真美（淡路市）
太田　智子（洲本市）
吉田　千夏（松　帆）
鎌谷　里砂（香川県）
藤本亜由己（洲本市）
福岡　実子（洲本市）
重後　由希（洲本市）
奥条　香織（　灘　）
都志真実子（洲本市）
堀　久美子（阿那賀）
番所　麻伊（洲本市）
小島みどり（洲本市）
久井　和美（神　代）

１ 月 １ 日
１ 月 21 日
１ 月 25 日
１ 月 25 日
１ 月 26 日
１ 月 30 日
１ 月 31 日
２ 月 １ 日
２ 月 １ 日
２ 月 １ 日
２ 月 ２ 日
２ 月 ３ 日
２ 月 ３ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 11 日
２ 月 11 日
２ 月 11 日
２ 月 13 日
２ 月 14 日
２ 月 14 日
２ 月 17 日
２ 月 17 日

結婚

氏名 年齢 地区 死亡日

谷間　永育
武田　ゑみ
福榮　洋平
川﨑　義二
平野きよの
南　さだみ
原山かなゑ
浅井　史郎
島 田　　 灝
上 居　　
浮邉　博敏
大濵　修二
岡本　卓士
井上しげる
榎本美代子

賀 集
八 木
神戸市
倭 文
賀 集
八 木
伊加利
松 帆
神 代
榎 列
榎 列
湊

阿 万
福 良
阿 万

74
94
31
79
94
75
90
80
76
83
78
64
37
99
56

１ 月 20 日
１ 月 20 日
１ 月 21 日
１ 月 21 日
１ 月 23 日
１ 月 23 日
１ 月 25 日
１ 月 25 日
１ 月 25 日
１ 月 25 日
１ 月 26 日
１ 月 26 日
１ 月 26 日
１ 月 26 日
１ 月 26 日

赤ちゃん 性別 保護者 地区 出生日
武田　惺

せ い ら

良

石崖　公
こ う た

太

向　　 美
み ひ か

光

阪本奈
な な か

々華

藤江　杏
あ む

夢

久保　玄
げ ん と

斗

奈 良　　 瑛
あきら

土 居　悠
ゆ う り

浬

工藤　流
る き

気

下賀　愛
ら む

夢

橋 本　　 翔
つばさ

西山寧
ね ね は

音波

福原　獅
し ど う

道

山本稀
き あ ら

愛來

菅田　果
か ほ

穂

髙田亜
あ す ま

州真

仲野　碧
あ お と

仁

西中　紬
つ む ぎ

喜

溝上　烈
れ つ

士

正治　美
み お ん

音

久田　直
な お き

輝

堀川　太
た い ち

逸

中嶋　怜
れ お ん

雄

河野　克
かつひこ

彦

上田ひより

古川　咲
さ く

來

榎本　そら

桑 坂　　 綸
りん

増田晄
こういちろう

一朗

西濵　堅
け ん と

斗

松島幸
こ う し ろ う

志龍

男

男

女

女

女

男

男

男

男

女

男

女

男

女

女

男

男

女

男

女

男

男

男

男

女

男

女

女

男

男

男

岳 志

元 彦

登 志 光

泰 大

直 也

守 正

光 敏

隆 司

隆 介

研 吾

望

悦 人

浩 蔵

優 也

育 継

啓 史

宏 一

敏 博

真 也

伊 久 美

純 三

幸 人

章 晶

真 也

昌 弘

将

洋 右

悠 希

益 太 郎

幸 男

稔

湊

賀 集

潮美台

北阿万

八 木

八 木

八 木

神 代

大阪府

神 代

市

灘

潮美台

榎 列

奈良県

榎 列

広 田

松 帆

潮美台

広 田

神 代

市

潮美台

湊

倭 文

松 帆

福 良

洲本市

福 良

阿 万

大阪府

12 月 １ 日

１ 月 ７ 日

１ 月 ９ 日

１ 月 ９ 日

１ 月 12 日

１ 月 14 日

１ 月 15 日

１ 月 19 日

１ 月 20 日

１ 月 20 日

１ 月 22 日

１ 月 22 日

１ 月 22 日

１ 月 23 日

１ 月 24 日

１ 月 25 日

１ 月 27 日

１ 月 29 日

１ 月 29 日

１ 月 29 日

１ 月 30 日

１ 月 30 日

１ 月 30 日

１ 月 31 日

２ 月 ２ 日

２ 月 ２ 日

２ 月 ５ 日

２ 月 ６ 日

２ 月 10 日

２ 月 11 日

２ 月 15 日

氏名 年齢 地区 死亡日

久米　正義
武田はつゑ
野 田　　 弘
土井　敏晴
田コミツ

河野　幸子
波戸崎たけの
仲野カツ子
髙木 はる
谷口しげこ
赤松　正富
三野よしゑ
村上むめ子
山　拓磨

冨山　和也

賀 集
市

伊加利
賀 集
阿 万
神 代
福 良
市
市

八 木
八 木
湊

伊加利
広 田
志 知

79
88
71
82
93
83
100
71
97
89
53
91
92
15
57

１ 月 27 日
１ 月 27 日
１ 月 27 日
１ 月 28 日
１ 月 28 日
１ 月 28 日
１ 月 28 日
１ 月 29 日
１ 月 29 日
１ 月 30 日
１ 月 31 日
１ 月 31 日
２ 月 １ 日
２ 月 ２ 日
２ 月 ３ 日

氏名 年齢 地区 死亡日
宮崎みよ子
田けい子

豊原　勝郎
小畠　長一
森本　蜜惠
榎㔟　文守
田中　幸男
西山　松夫
深江　勝美
松浦たまゑ
藤井　八郎
前 田　　 博
木下　美代
門口ちゑ子
田中　敏一
北條　信一  

志 知
松 帆
志 知
湊

北阿万
阿 万
賀 集
八 木
福 良
福 良
広 田
阿 万
北阿万
広 田
賀 集
市

85
74
80
91
93
85
86
91
64
90
88
77
87
78
70
98

２ 月 ４ 日
２ 月 ４ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ５ 日
２ 月 ６ 日
２ 月 ６ 日
２ 月 ８ 日
２ 月 ９ 日
２ 月 ９ 日
２ 月 11 日
２ 月 13 日
２ 月 14 日
２ 月 16 日
２ 月 16 日
２ 月 17 日

死亡

　寒かった冬ともお別れし、穏やかな陽
射しの中、お散歩の途中で見つけたタン

ポポの黄色い花や、桃の花のピンク色のかわいい蕾
つぼみ

を目
にするたびにいよいよ春だな！と気持ちもやわらいでく
るようです。さあ、おひさまの下、春を見つけに行きま
せんか？！ 

●ふれあいひろば（自由遊びの広場、申込不要）
センター ３月の開催日 場所 時間
せいだん ５、10、12、17 松帆活性化センター  9:30

～
11:30

みはら 10、12、17 働く婦人の家
みどり ６、11、13、18 緑保健福祉センター
なんだん ２、６、９、13、16 南淡公民館

●土曜ふれあいひろば（自由遊びの広場、申込不要）
センター 開催日 場所 時間
みはら ３月14日 働く婦人の家 9:30～11:30

◀
０
歳
児
対
象
の
う
さ
ち
ゃ
ん
広
場

　
（
働
く
婦
人
の
家
）

広報 

●催し
行事名 内容 日程

子育て相談
会（個別）

心理判定員の小谷真
也氏による相談。参加
無料

３月５日（木）10:00～
12:00。松帆活性化セ
ンター

思い出作り
（アルバム）

材料費100円。写真５
～10枚、はさみ、のり
持参

各センターで開催日が
異なります

お別れ会
京劇「みち草劇場」公
演ほか。参加費１家族
200円

３月19日（木）10:00～
11:30。働く婦人の家軽
運動場

遠足に行こう
東条湖「おもちゃ王
国」へ。定員各センタ
ー先着20組

３月27日（金）9:30～
16:30。各センター発
着

お申し込みは、各センターへお電話ください。
※ 11頁にも子育てイベント記事を掲載

　正解者の中から抽選で５人の方に、図書カード

1,000 円分をプレゼント！（当選は発送をもっ

て発表にかえさせていただきます）

■応募方法（全回答必須）
　①クイズの答え、②住所、③氏名、④年齢、⑤

広報または南あわじ市に対するご意見・ご感想を

お書きの上、情報課までご応募ください。

■応募〆切　３月 10日（火）※消印有効

〒 656-0472　南あわじ市市善光寺 18-27

南あわじ市役所情報課広報クイズ係　宛

（メールの場合、件名に「広報クイズ」と記載）

kouhou@city.minamiawaji.hyogo.jp

　標高○○○mの諭
ゆ

鶴
づる

羽
は

山の頂にある諭鶴羽神社では、３月22日10時

から行者・山伏30～40人が護
ご ま

摩木を焚
た

く採
さいとう

燈

護摩法要が行われます。○○○に入る数字は？
（小数点以

下、四捨五

入）

　広報クイズ

　学校･家庭･地域が一体となって、地域ぐるみで子

どもを育てる体制を整えることを目的に、学校が必

要とする活動について、地域の方々をボランティア

として派遣する「南あわじ学校支援地域本部」を設

置しています。

　資格は特に必要ありません。必要なのはみなさん

の熱意だけです！ぜひ、学校支援ボランティアに応

募ください。

◆活動例　登下校時の安全指導、学習支援、読書支

　援、環境整備、水泳学習支援、遊具塗装、体力測

　定補助、農業体験補助、地域探検活動など

問南あわじ学校応援プロジェクト実行委員会・

　南あわじ市教育委員会☎ 37-3020

  あなたも学校応援団になりませんか？

◀ 

諭
鶴
羽
神
社
と
採
燈
護
摩
法
要（
昨
年
）

　　子育て学習センター、9：00～ 13：00
みどり ☎44-3008 せいだん ☎37-3028

みはら ☎42-7703 なんだん ☎50-3048

子育て広場

※
２
月
号
の
正
解
は
「
13
」・「
18
」な
ど
。
地
域
に
よ
っ
て
、
数
字
が
異
な
り
ま
す
。（
故
事
こ
と
わ
ざ
の
辞
典
）

　

35
通
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
読
書
支
援
活
動
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まちかどトピックス

ま
ち
か
ど
ト
ピ
ッ
ク
ス

地
域
の
催
し
や
明
る
い
話
題
な
ど
が

ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、
気
軽
に
広
報
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

☎
43
・
５
０
０
３（
情
報
課
）

　

藪
康
生
さ
ん（
潮
美
台
）が

昨
年
11
月
、
東
京
で
開
催
さ

れ
た
、
「
日
本
カ
ラ
オ
ケ
大

会
・
グ
ラ
ン
ド
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
大
会
」で
グ
ラ
ン
プ
リ
を
獲

得
し
ま
し
た
。

　

作
曲
家
の
弦げ
ん

哲
也
氏
ら
日

本
を
代
表
す
る
作
詞
作
曲
家

ら
が
審
査
委
員
を
務
め
る
大

舞
台
で
、
藪
さ
ん
は
角
川
博
の

「
情じ

ょ
う
や
と
う

夜
灯
」を
熱
唱
。
絶
賛
を

浴
び
、
日
本
一
の
栄
冠
に
輝

き
ま
し
た
。
今
年
は「
歌
唱
指

導
講
師
認
定
証
」を
受
け
ら
れ

る
予
定
で
す
。

お
め
で
と
う

働く婦人の家地元野菜たっぷり♪
　地元野菜を使った手軽な料理を学んでもらおうと、働く婦人の家（市

青木）で１月24日、料理教室が開かれました。この日作られた料理は、

石狩鍋や魚のグリーンソース（ほうれん草）など。地元野菜たっぷり

の料理は「安心感もあり、家庭でも作れそう」と好評でした。

　また教室には、中国やフィリピンから市内に嫁いできた女性も交

流を深める機会にと初めて参加。「初めて見る料理などもあったけど、

とっても美味しかったです」と話していました。
▲森岩光とフォレストフラワーによる「懐かしの映画音楽」

　

室
内
装
飾
工
の
野
上
卓
大

さ
ん（
市
）が
３
月
に
神
戸
市

で
行
わ
れ
る「
全
国
技
能
グ
ラ

ン
プ
リ
・
兵
庫
」に
出
場
し
ま

す
。

　

34
歳
の
野
上
さ
ん
は
、
兵

庫
県
大
会
で
史
上
最
年
少
優

勝
を
果
た
し
、
日
ご
ろ
の
地

道
な
努
力
も
評
価
さ
れ
、
今

回
の
出
場
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
室
内
の
壁
紙
を

貼
り
付
け
る
際
の
仕
上
が
り

や
速
さ
、
正
確
さ
が
競
わ
れ

ま
す
。

　

福
良
出
身
の
岡
義
章
さ
ん

（
神
戸
市
立
科
学
技
術
高
校
）

が
３
月
20
日
に
日
本
武
道
館
で

行
わ
れ
る
全
国
高
等
学
校
柔
道

選
手
権
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

　

体
重
が
60
㎏
代
の
岡
さ
ん

は
、
県
大
会
で
、
体
格
の
大

き
い
選
手
と
も
対
戦
す
る
団

体
戦（
無
差
別
級
）の
一
員
と

し
て
出
場
。
持
ち
前
の
粘
り

強
さ
で
優
勝
に
貢
献
し
、
全

国
へ
の
切
符
を
獲
得
し
ま
し

た
。

2009.3.1発行

子
ど
も
伝
統
芸
能
発
表
会

受
け
継
ご
う
、地
元
の
芸
能

▲観光学習の授業風景（２月12日、北阿万小）

▲稲田南郷土芸能子ども教室の「きつねおどり」

広報 

バレンタインコンサートムードたっぷり
　バレンタインデーを親しい人と過ごしてもらおう

と、南淡文化協会では、南淡路ロイヤルホテルで２月

８日、バレンタインコンサートを開催しました。

　当日は 280 人が来場。ケーキとコーヒー、紅茶な

どを飲みながらのくつろいだ雰囲気の中で、一流グ

ループ３組によるジャズやポップス、コーラス等の楽

曲を２時間にわたり楽しんでいました。
▲料理を通して交流する参加者

藪
康や

す

生お

さ
ん
、
カ
ラ

オ
ケ
で
日
本
一
に

「
観
光
カ
ル
タ
」
と
「
観
光
テ
キ
ス
ト
」
を
活
用

小
学
校
で
観
光
立
国
学
習

　

慶
野
松
原
の
散
策
道
「
プ
ロ

ポ
ー
ズ
街
道
」
に
飾
ら
れ
て
い
る

プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦
の
作
品
審
査
会
が

２
月
13
日
、
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
は
平
成
10
年

か
ら
毎
年
行
わ
れ
て
お
り
、
今
年

度
は
過
去
最
高
の
１
２
３
枚
が
集

ま
り
ま
し
た
。
夕
日
が
美
し
い
こ

の
地
を
訪
れ
た
カ
ッ
プ
ル
や
家
族

連
れ
ら
の
記
念
品
と
し
て
、
人
気

を
集
め
て
い
ま
す
。

　

審
査
は
観
光
協
会
役
員
10
人
で

行
い
、
入
賞
し
た
５
点
に
賞
品
と

し
て
、
２
万
円
相
当
の
宿
泊
券
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

制
作
は
、
慶
野
松
原
荘
フ
ロ
ン

ト
ま
で
。
１
枚
２
１
０
０
円
。

▲作品を審査する観光協会役員の皆さん

　
「
南
あ
わ
じ
市
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」

が
、
昨
年
7
月
に
国
の
構
造
改
革

特
区
の
認
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

北
谷
雅
良
さ
ん
が
経
営
す
る
農

家
民
宿
「
き
た
や
」（
倭
文
）
で

は
、
こ
の
制
度
を
利
用
し
て
、
ど

ぶ
ろ
く
の
製
造
を
行
い
、
２
月
３

日
に
関
係
者
に
お
披
露
目
さ
れ
ま

し
た
。  

　

ど
ぶ
ろ
く
特
区
で
は
、
農
業
者

の
誰
も
が
濁ど
ぶ
ろ
く酒
製
造
が
出
来
る
わ

け
で
は
な
く
、
農
家
民
宿
や
農
家

レ
ス
ト
ラ
ン
等
を
営
む
農
業
者
の

方
が
、
自
ら
生
産
し
た
米
を
主
な

原
料
と
す
る
濁
酒
を
製
造
し
、
製

造
免
許
を
取
得
し
た
場
合
に
限
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

北
谷
さ
ん
は
、
県
立
工
業
技
術

セ
ン
タ
ー
で
製
造
技
術
を
学
び
、

研
究
を
重
ね
、
今
年
１
月
に
税
務

署
よ
り
製
造
免
許
を
取
得
。
１
月

中
旬
か
ら
仕
込
み
を
開
始
し
て
第

１
号
が
完
成
し
ま
し
た
。

　

自
ら
育
て
た
有
機
栽
培
の
キ
ヌ

ヒ
カ
リ
を
使
っ
た
濁
酒
は
、
古

来
よ
り
歴
史
あ
る
地
元
地
名
の

「
倭し
と
お
り文
」
と
命
名
。「
多
く
の
人

に
訪
れ
て
も
ら
え
る
農
村
と
都
市

▲完成した濁酒「倭文」

農
家
民
宿「
き
た
や
」

「
ど
ぶ
ろ
く
特
区
」　
製
造
第
1
号
が
完
成

　

南
あ
わ
じ
市
内
に
は
、
数
多
く

の
伝
統
芸
能
が
残
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
を
受
け
継
ぐ
子
ど
も
た
ち

に
よ
る
発
表
会
が
２
月
14
日
、
三

原
公
民
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
、
９
団
体
、
約
２
４
０
人

の
児
童
が
出
演
。
そ
ろ
い
の
法は

っ
ぴ被

や
衣
装
に
身
を
包
ん
で
、
踊
り
や

だ
ん
じ
り
唄
を
披
露
し
ま
し
た
。

　

発
表
後
、
松
帆
西
路
子
ど
も
だ

ん
じ
り
唄
教
室
の
児
童
は
「
声
を

上
げ
下
げ
す
る
と
こ
ろ
が
難
し

か
っ
た
け
ど
、
練
習
ど
お
り
で
き

た
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
の
真
剣
な
姿
に
客
席
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

の
交
流
を
促
す
素
材
と
し
て
、
地

域
の
Ｐ
Ｒ
と
活
性
化
に
つ
な
げ
た

い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

▲松帆西路子どもだんじり唄教室の発表

の
魅
力
を
表
現
す
る
学
習
に
つ
な

げ
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

野
上
卓た

く

大お

さ
ん
、
全
国

技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
に

岡
義よ

し

あ

き章
さ
ん
、
高
校

柔
道
全
国
大
会
へ

▲岡さん ▲野上さん ▲藪さん

　

子
ど
も
た
ち
が
、地
域
を
知
り
、

学
び
、
発
信
す
る
こ
と
で
、
郷
土

愛
を
育
む
「
観
光
立
国
学
習
」
の

取
り
組
み
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

松
帆
小
学
校
で
は
、
島
内
の
観

光
地
や
特
産
品
を
写
真
と
短
い
文

章
で
紹
介
し
た
「
観
光
カ
ル
タ
」

を
使
っ
て
、
低
学
年
を
中
心
に

ゲ
ー
ム
感
覚
で
地
域
の
良
さ
を
知

る
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

北
阿
万
小
学
校
で
は
、
高
学
年

向
け
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
「
観
光
テ

キ
ス
ト
」
を
開
発
し
、
活
用
し
て

い
ま
す
。「
お
の
こ
ろ
島
が
ど
こ

か
？
」
を
調
べ
る
こ
と
か
ら
、
淡

路
島
観
光
圏
の
魅
力
や
観
光
プ
ラ

ン
を
話
し
合
っ
た
り
す
る
授
業
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
は
観
光
庁
と
タ
イ
ア
ッ

プ
し
て
い
る
教
育
研
究
団
体

「
Ｔト
Ｏ
Ｓス
Ｓ
」
の
取
り
組
み
の
一
環

で
、
メ
ン
バ
ー
の
山
川
直
樹
先
生

（
北
阿
万
小
）
は
「
大
人
に
は
な
い

発
想
で
、
地
域
の
活
性
化
や
故
郷

▲入賞したプロポーズ瓦

南
あ
わ
じ
市
観
光
協
会

プ
ロ
ポ
ー
ズ
瓦
コ
ン
テ
ス
ト



クイーン淡路のお披露目や観潮船からの「樽流し」、戎

舞の披露、島内から特産品の出品など。「淡路島」の歌

で知られるますだおかだの増田さんも登場します！

キャンペーン期間中、リレー方式で島内の様々な会場で

旬の食材を使ったイベントが開催されます。
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「
沼
島
千
軒
、
金
の
島
」
と

呼
ば
れ
、
か
つ
て
繁
栄
を
誇
っ

た
沼
島
も
過
疎
化
の
進
む
中

で
、
ど
う
や
っ
て
、
こ
の
ふ
る

里
を
守
っ
て
い
く
か
が
、
こ
の

地
に
残
っ
た
住
人
の
大
き
な
課

題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

特
に
生
活
道
路
と
も
い
え
る

沼
島
航
路
の
船
便
を
、
今
の
時

間
・
回
数
を
ど
う
確
保
し
て
い

く
か
は
切
実
な
問
題
で
、
島
の

人
達
だ
け
の
利
用
で
は
航
路
の

維
持
は
困
難
な
状
況
で
す
。

　

島
民
の
暮
ら
し
と
観
光
が
調

和
し
た
観
光
交
流
人
口
の
増
加

で
、
航
路
を
支
え
て
い
け
た
ら

と
の
願
い
を
こ
め
て
、
観
光
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
「
ぬ
ぼ
こ
の
会
」

を
平
成
19
年
３
月
に
設
立
し
、

活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
案
内
し
た
人
達
の

数
は
約
４
０
０
０
人
。
北
は
北

海
道
か
ら
南
は
九
州
ま
で
、
多

く
の
人
達
と
の
出
会
い
を
通
し

て
交
流
を
持
つ
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
島
に
は
先
人
の
残
し
て

く
れ
た
多
く
の
文
化
財
、
す
ば

ら
し
い
自
然
の
景
観
が
あ
り
ま

す
。
ゆ
る
や
か
な
流
れ
の
島
の

空
間
の
中
で
、
こ
れ
ら
と
対た

い
じ峙

し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
新
た
な

自
己
発
見
を
し
て
い
た
だ
け
る

場
と
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ボ
ラ

ン
テ
ィ

ア
ガ
イ

ド
に
取

り
組
ん

で
い
ま

す
。

広報 

▲一緒に歩き、沼島を紹介する会員

生
活
航
路
の
維
持
と
島
の
活
性
化
を

　
　
　
　
　
　
　
　

観
光
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
ぬ
ぼ
こ
の
会
」

ぬぼこの会
◆会長　中川宜昭
◆会員　約20人
◆活動　月１回例会、
　案内は依頼に応じて
◆事務局　魚谷佳代子
　☎57-0022

クイーン淡路のお披露目や観潮船からの「樽流し」、戎

舞の披露、島内から特産品の出品など。「淡路島」の歌

「あいたい兵庫デスティネーションキャンペーン」
いよいよ本番を迎える

「地球の神秘と神話伝説の島めぐり」
沼島国生み神話ツアー

●運行日　４月１日～６月30日の土・日・月・

　　　　　祝日（4/29～ 5/6 除く）

「ボランティアガイドツアー＋沼島周遊観光」

チャーター船による島めぐり観光とボランティアガイド

による沼島内散策ツアーの両コースに参加（約２時間）

▽料金／大人 2,800 円、小人 2,360 円

「ボランティアガイドツアー」

ボランティアガイドによる沼島内神話ゆかりの地をご

案内（約１時間20分）

▽料金／大人 1,980 円、小人 1,540 円

問洲本市観光協会☎ 22-0742

ツール・ド・グルメ in 淡路

●期間　４月１日～６月30日の日曜日

●場所　常設会場＝大鳴門橋記念館、道の駅あわじ

問淡路島観光連盟☎ 25-5820

「うずしお島びらき」in なないろ館

●日時　４月１日（水）　11：00～15：30

●場所　なないろ館周辺

問南あわじ市観光協会☎ 52-2336

オープニングイベント

「献上淡路鯛イベント」in 魚
うおさいかん

彩館（阿那賀）
鯛料理（宝楽焼・鯛汁）や朝市、パネル展など。

●日時　４月19日（日）　10：00～15：00

「鱧
はも

解禁イベント」in福良漁協前
　鱧初セリや鱧レース、鱧すき、朝市など。

●日時　５月10日（日）　９：00～15：00

「オニオンピック」inイングランドの丘
　オニオンクエストや玉ねぎ料理など。

●日時　６月14日（日）　９：00～17：00

一億年前の地球のしわ 鞘型褶曲（さやがたしゅうきょく）
太古の地殻変動の圧力で地層が湾曲し、断面に

木の年輪のような楕
だ

円状の模様が見られます。

上立神岩（かみたてがみいわ）
沼島にある２つの立神岩のうち、高さ30ｍを超すこ

の岩は、男神、竜宮の表門とも呼ばれます。

「沼
ぬ

島
しま

」
島の周囲は約 10㎞。
上空から見ると「勾玉」に
似ており、勾玉は誕生を意
味しています。この勾玉を
３つ合わせてデザインした
のが、「三つ巴

ともえ

」です。

 沼島港

ツール・ド・グルメ in 淡路ツール・ド・グルメ in 淡路

4/1

「淡路島牧場まつり」in淡路島牧場
　バーベキューや牛乳、和製チーズ「蘇

そ

」。

●日時　５月31日（日）　９：00～17：00

（淡路市）
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